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34. 白井 こころ, 磯 博康, 相田 潤, 藤原 武男, 近藤 尚己, 近藤 克則. 日本人高齢者におけるソーシャル · キャピ
タル指標と死亡 · 生活習慣との関連. 第 76 回日本公衆衛生学会総会 2017.11.01 鹿児島

35. Sasaki Yuri, Aida Jun, Tsuji Taishi, Miyaguni Yasuhiro, Tani Yukako, Koyama Shihoko, Matsuyama
Yusuke, Sato Yukihiro, Kakimoto Kazuhiro, Kondo Katsunori. Does the change of neighborhood tie of
older survivors in a disaster area associate with the incidence of depressive symptoms? A longitudinal
data analysis(和訳中). グローバルヘルス合同大会プログラム · 抄録集 2017.11.01

36. 赤崎 美冬, 近藤 克則, 藤原 武男, 佐々木 由理, 辻 大士. 幼少期の社会経済状態と老年期のフレイル状態の関
連　 JAGES2016 調査による横断研究. 第 76 回日本公衆衛生学会総会 2017.11.02 鹿児島

[受賞]

1. Keystone Symposia Scholarship, 2017 年 05 月

2. 日本小児循環器学会 YIA (Young Investigator Award), 2017 年 07 月

3. 日本医師会医学研究奨励賞, 公益社団法人日本医師会, 2017 年 11 月

[社会貢献活動]

1. 乳児揺さぶられ症候群について, TOKYO 　 MX, TOKYO 　 MX 　 NEWS, 2017 年 08 月 23 日

2. 子どもの問題行動に関する研究について, NHK, ニュ—ス７またはＮＷ９, 2017 年 10 月 24 日

3. 医科歯科大のグローバル教育, 日本経済新聞社, 日本経済新聞, 2017 年 11 月 24 日

4. グローバルヘルスリーダー養成コースについて, 国際開発シャーナル社, 月刊国際開発ジャーナル, 2017 年
12 月 25 日
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国際環境寄生虫病学
Environmental Parasitology

教授：岩永 史朗
学内講師：熊谷 貴
助教：新澤直明、日野 明紀菜
特任准教授：大橋 光子（AMED/J-GRID ガーナ拠点担当)
大学院生（博士課程）：Emmanuel BLAY（D4)、
Kofi KWOFIE（D3)、
Michael Amoa-Bosompem（D2)、
有本翔（D2)　　　　　　
大学院生（修士）：日吉郁弥 (M2)、
関根崇 (M1)、
西翔 (M1)、
平山泰士 (M1)

( 1 ) 分野概要

マラリアおよび顧みられない熱帯病を含む寄生虫疾患は今なお世界各地で猛威を振るい、その対策は世界保健に
おける喫緊の課題である。科学研究は単に寄生虫の生物学的な理解を深めることに貢献するだけでなく、新規な
ワクチンや薬剤の開発にも繋がると期待される。
本研究分野ではメインテーマとして寄生虫疾患の中でも多数の患者 · 死者を出すマラリアと住血吸虫症について分
子生物学的研究を行っている。マラリアについては熱帯熱マラリア原虫及びネズミマラリア原虫を使い、遺伝子発
現における転写因子の役割とエピジェネティックな制御機構に焦点を絞り、研究を進めている（岩永）。これに加
え、独自に開発したマラリア原虫人工染色体技術による薬剤耐性遺伝子迅速同定法を用いて実際の患者より分離
した耐性原虫から耐性遺伝子を同定し、耐性の分子機構解明を行っている（岩永）。一方、住血吸虫症では small
RNAを内包する細胞外小胞による寄生虫間情報伝達機構について研究を進めている（熊谷）。また、流行地にお
けるフィールド研究も実施しており、住血吸虫症および肝吸虫症の新規診断ツール開発も進めている。更に 2008
年からはガーナ · 野口記念医学研究所と共同研究を展開し、現地産薬用植物由来化合物を使ったアフリカトリパノ
ソーマ症およびその他の寄生虫疾患の治療薬開発を進めている（大橋）。

( 2 ) 研究活動

(1)マラリア原虫転写制御機構の解明：マラリア原虫はヒト―感染媒介蚊間で多数の生育ステージからなる複雑な
生活環を成立させている。この過程では宿主細胞への侵入 · 寄生、細胞内増殖、蚊体内での受精、減数分裂など
様々な生物学的イベントが起きる。原虫は各生育ステージにおいて特定的な遺伝子発現を行い、生活環を成立させ
るが、ゲノム解析終了後において転写活性化因子が全く発見されず、転写制御機構は不明であった。一方、我々は
遺伝子操作技術を駆使して、世界に先駆けマラリア原虫の転写因子（AP2転写因子）を同定し、更に少数のマス
ター転写因子が数百の遺伝子の発現を直接制御することにより、生活環を成立させることを解明した 。現在はヒ
ストン修飾 · クロマチン修飾因子の転写に与える影響について検討し、これらと AP２転写因子との関係性につい
て研究を進めている。これらの成果を基にマラリア原虫の生活環を成立させる分子基盤の全貌解明を試みている。
(2)薬剤耐性マラリアに関する研究：現在までにヒトに最も深刻な被害を及ぼす熱帯熱マラリア原虫（P. falciparum）
においてマラリア原虫人工染色体（Plasmodium artificial chromosome: PAC）と直接遺伝子導入法を独自に開発
し、Functional Screeningに基づく薬剤耐性遺伝子迅速同定法の確立に成功している。具体的には薬剤耐性原虫株
由来の巨大 DNA断片を PACに組み込み、これを野生型原虫（薬剤感受性）内に直接、導入して遺伝子ライブラ
リーを構築する。次にライブラリーを薬剤スクリーニングし、新たに耐性を獲得した原虫を選択する。選択された
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原虫には薬剤耐性遺伝子をコードする巨大 DNA断片が組み込まれた PACが導入されており、これらを回収 · 配
列解析を行い、耐性遺伝子を同定する。本手法の長所は１）患者由来の一株の原虫から耐性遺伝子を同定できる
こと、２）同定までの期間は 2～ 3か月であること、３）Functional screening（組み込まれた耐性遺伝子の機能
発現）により耐性遺伝子を同定するため、確実性が高い（偽陽性の確立が低い）。これまでに東南アジアのフィー
ルド活動により採取した患者由来メフロキン耐性原虫に対し上記手法を適用し、新規ABCトランスポーターをメ
フロキン耐性遺伝子として同定することに成功した。現在、本手法をガーナ · マラリア患者由来薬剤耐性原虫へと
応用し、アフリカでの薬剤耐性マラリアに貢献することを目指している。
(3)細胞外小胞における住血吸虫雌雄コミュニケーションの解明
住血吸虫は雌雄異体の扁形動物であり、神経系、排泄系、生殖系について非常に初期の機能を兼ね備えた生物であ
る。しかし、その複雑な生活史から遺伝子ノックアウト生物の作成が困難であった。近年、RNAiの手技が非常に
効果的であることがわかり、遺伝子の機能解析に大幅に貢献してきた。実際に、住血吸虫では miRNAの発現も
見られており、遺伝子発現調節に強く関与していることが知られている。また、近年注目されている細胞や組織
から分泌される細胞外小胞 (EVs)を住血吸虫が分泌することが確認されており、その内部には特殊な miRNAが
多量に含まれている。我々の研究において、これらの EVsは住血吸虫が雌雄ペアになることで、大量に分泌され、
また、産卵に必要な赤血球の貪食によっても分泌されることがわかってきた。現在、この EVsが雌雄の生殖系の
成熟に関与することを調べるために、EVs中のmiRNAをノックダウンする系を開発している。
(4) 蠕虫感染宿主の免疫応答
蠕虫感染宿主の免疫応答は好酸球増多や IgE高値など、いわゆる Th2型応答が特徴である。しかし、これがなぜ
誘導されるのか、また Th2型応答が宿主適応のために重要であるのかを標的とした研究を行なってきた。現在は、
住血吸虫感染が宿主 Th2応答を誘導する際のイニシエーターは何か？ Th2応答が住血吸虫症の病理に如何に関
与するのか？ 他の蠕虫、例えば旋毛虫の防御免疫における Th2応答イニシエーターは何か？ などを当面の検討
対象としている。
(5)LAMP法による住血吸虫感染リスクマップ作成
アジアにおいて、中国 · フィリピン · インドネシアには日本住血吸虫症が、ラオス · カンボジアにはメコン住血吸
虫が流行している。流行地では、年一回のプラジカンテルのmass drug administration (MDA)を行なっているも
のの、住血吸虫症の感染率は一定数を保ったまま制圧されずに持続的に流行がみられる。この疾患の制圧のために
は、薬剤だけではなく、感染源のコントロールも必要であると考えられている。特に感染源となるのは、中間宿主
である巻貝で生育した感染幼虫であり、これが水中で経皮的に感染する事で人体に侵入する。我々はすでに中国に
おいて、感染貝のスクリーニングを住血吸虫 DNAの検出によって行なってきた。特に、PCR法に代わる現場応
用可能な LAMP法を開発し、高感度な方法から、大量の貝の同時スクリーニングによって、簡便にスポットごと
の感染率を推定する方法を開発した。現在、国立国際医療研究センターとの共同プロジェクトにより、LAMP法
により、ラオスでのメコン住血吸虫感染のリスクマップ作成を行なっている。このプロジェクトにおいて、LAMP
法が従来の糞便検査法よりも高感度に感染を検出でき、貝の感染も同様に検出することができる事を証明してき
た。この情報を基に大規模な感染貝の分布と地図情報を合わせたリスクマップ作成を行なっている。これは、流
行地での危険地域の情報共有と未来の感染予測を可能にするベースとなっていくと考えている。
(6) ガーナでは古くより薬用植物を使った治療が行われてきた。これらの植物は安全性の高い薬剤開発の重要なリ
ソースとなると期待される。我々はこの点に着目し、ガーナ · 野口記念医学研究所と共同で薬用植物抽出物より
寄生虫疾患に治療効果を示す化合物の探索を行っている。現在、アフリカトリパノソーマ症、リーシュマニア症、
マラリアに対し抗原虫活性を示す物質の同定に成功しており、現在これを用いた治療薬開発を試みている。

( 3 ) 教育活動

　日本の医療現場における原虫 · 蠕虫などによる寄生虫感染症への対応は減少傾向を示しているが、近年の社会
環境の変化、ペットブームなどに伴って発生動向や疾病構造など、寄生虫病の質的変化が著しい。それに加えて、
わが国の物流および人間の出入国の増加に伴い、寄生虫症が流行する熱帯地域の発展途上国からの輸入症例増加
がわが国の安全 · 安心に重大な影響を及ぼすようになった。1970年以降に世界各地で報告が相次いだ新興 · 再興
感染症の中に寄生虫感染症も含まれている事実は、わが国の保健医療分野の指導者が熱帯寄生虫感染症に十分な
理解を持つことの必要性を示している。さらに 21世紀になってクローズアップされてきた「顧みられない熱帯感
染症；Neglected Tropical Diseases, NTD」の大半が寄生虫病である事実は、寄生虫病が国際的に未だ解決されて
いないことを意味している。本分野ではこれからの保健医療分野で指導的立場につく学生諸君が世界の様々な地
域における健康と福祉を理解し、論ずることが出来る人材育成を進めるために、以下の事項を中心に教育してい
る。医学部医学科の医動物学、社会医学、感染症学の他に、保健学科、看護学科においても講義を兼担している。
また、従前から医学科のプロジェクトセメスターにおいてはガーナ派遣学生の指導を担当している。

1.日本国内における寄生虫病の実態と診断 · 治療などの医療対応について
2.世界の寄生虫感染症流行の実態と予防対策
3.病態発現に関連した宿主—寄生体相互作用の生物学的プロフィール
4.熱帯感染症の基礎知識と国際保健のあり方
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5. 大学院でのパブリック医学概論講義を担当

( 4 ) 教育方針

寄生虫および寄生虫感染症の知識を教授し、平行して寄生虫疾患を体験することにより、そこに存在する課題を自
ら拾いだして問題解決にあたる能力を涵養することを目指している。そのために、座学だけにとどまらず、実習や
実地の野外調査になるべく多く参加させて、リアリティをもった課題設定とその解決能力の涵養を心がけている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　本分野は臨床部門ではないが、寄生虫感染症を対象とした診断法、治療薬研究、発症モデル実験などを行って
いる。また、国際研究として、流行地の調査研究を積極的に行い、疾病コントロールを通じて調査地域に裨益す
る研究を目指している。学内外の医療機関との連携を持って寄生虫症診断のアドバイスを通じた臨床寄生虫学の
学習も可能である。

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. Masafumi Yamabe, Takashi Kumagai, Rieko Shimogawara, Emmanuel Awusah Blay, Akina Hino, Koichiro
Ichimura, Akira Sato, Hye-Sook Kim, Nobuo Ohta. Novel synthetic compounds with endoperoxide struc-
ture damage juvenile stage of Schistosoma mansoni by targeting lysosome-like organelles. Parasitol. Int..
2017.02; 66(1); 917-924

2. Daisuke Kobayashi, Mitsuko Ohashi, Joseph H N Osei, Esinam Agbosu, Millicent Opoku, Alfred Ag-
bekudzi, Joannitta Joannides, Ryosuke Fujita, Toshinori Sasaki, J H Kofi Bonney, Samuel Dadzie, Haruhiko
Isawa, Kyoko Sawabe, Nobuo Ohta. Detection of a novel putative phlebovirus and first isolation of Dugbe
virus from ticks in Accra, Ghana. Ticks Tick Borne Dis. 2017.06; 8(4); 640-645

3. Eiji Nagayasu, Myo Pa Pa Thet Hnin Htwe Aung, Thanaporn Hortiwakul, Akina Hino, Teruhisa Tanaka,
Miwa Higashiarakawa, Alex Olia, Tomoyo Taniguchi, Soe Moe Thu Win, Isao Ohashi, Emmanuel Igwaro
Odongo-Aginya, Khin Myo Aye, Mon Mon, Kyu Kyu Win, Kei Ota, Yukari Torisu, Siripen Panthuwong,
Eisaku Kimura, Nirianne M Q Palacpac, Taisei Kikuchi, Tetsuo Hirata, Shidow Torisu, Hajime Hisaeda,
Toshihiro Horii, Jiro Fujita, Wah Win Htike, Haruhiko Maruyama. A possible origin population of
pathogenic intestinal nematodes, Strongyloides stercoralis, unveiled by molecular phylogeny. Sci Rep.
2017.07; 7(1); 4844

4. Koichiro Suzuki, Naoaki Shinzawa, Keisuke Ishigaki, Keiji Nakamura, Hiroyuki Abe, Aya Fukui-Miyazaki,
Kazuyoshi Ikuta, Yasuhiko Horiguchi. Protective effects of in vivo-expressed autotransporters against
Bordetella pertussis infection. Microbiol. Immunol.. 2017.09; 61(9); 371-379

5. Itaru Nakamura, Kenji Yagi, Takashi Kumagai, Nobuo Ohta. Positive fecal occult blood test as a diag-
nostic cue for Schistosoma mansoni infection in a developed country. IDCases. 2017.10; 10; 108-109

6. Daisuke Kobayashi, Haruhiko Isawa, Ryosuke Fujita, Katsunori Murota, Kentaro Itokawa, Yukiko Higa,
Yukie Katayama, Toshinori Sasaki, Tetsuya Mizutani, Shiroh Iwanaga, Nobuo Ohta, Arlene Garcia-
Bertuso, Kyoko Sawabe. Isolation and characterization of a new iflavirus from Armigeres spp. mosquitoes
in the Philippines. J. Gen. Virol.. 2017.11; 98(11); 2876-2881

7. Fumiji Saito, Kouyuki Hirayasu, Takeshi Satoh, Christian W Wang, John Lusingu, Takao Arimori, Kyoko
Shida, Nirianne Marie Q Palacpac, Sawako Itagaki, Shiroh Iwanaga, Eizo Takashima, Takafumi Tsuboi,
Masako Kohyama, Tadahiro Suenaga, Marco Colonna, Junichi Takagi, Thomas Lavstsen, Toshihiro Horii,
Hisashi Arase. Immune evasion of Plasmodium falciparum by RIFIN via inhibitory receptors. Nature.
2017.12; 552(7683); 101-105

8. Takayuki Shiratsuchi, Urvashi Rai, Izumi Kaneko, Min Zhang, Shiroh Iwanaga, Masao Yuda, Moriya
Tsuji. A potent malaria vaccine based on adenovirus with dual modifications at Hexon and pVII. Vaccine.
2017.12; 35(50); 6990-7000
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[総説]

1. 赤尾信明. 日常検査で役立つ　寄生虫 · 原虫検出法　総論　わが国を取り巻く寄生虫 (蠕虫)· 原虫の情勢
Medical Technology . 2017.01; 45(1); 52-59

2. Xiangming Li, Jing Huang, Izumi Kaneko, Min Zhang, Shiroh Iwanaga, Masao Yuda, Moriya Tsuji. A
potent adjuvant effect of a CD1d-binding NKT cell ligand in human immune system mice. Expert Rev
Vaccines. 2017.01; 16(1); 73-80

[講演 · 口頭発表等]

1. 熊谷貴、他. 中間宿主貝と住民の糞便を使用したメコン住血吸虫感染リスクマップ作成に向けた LAMP法
の適用. 第 86回日本寄生虫学会大会 2017.05.28 札幌

2. 日野明紀菜, 鴻巣明日香, 菊地泰生, 太田伸生. 単為生殖を行う線虫におけるMajor Sperm Protein (MSP)
の解析. 第 86回　日本寄生虫学会大会 2017.05.29 北海道大学

3. Takashi Kumagai, et al. The evaluations of the LAMP method and Kato-Katz method for risk mapping
of Schistosoma mekongi infections in Champasak province. The 17th Annual Workshop of the Regional
Network for Asian Schistosomiasis and Other Helminthic Zoonoses (RNAS+) 2017.10.25 Vientiane, Lao
PDR

4. Shiroh Iwanaga. Novel method for identification of drug resistance genes from P. falciparum using the
artificial chromosome technology.. SYMPOSIUM TO COMMEMORATE THE 90TH ANNIVERSARY
OF DR. HIDEYO NOGUCHI’S ARRIVAL IN GHANA 2017.11.16 Ghana, Accura

[特許]

1. 特許発明等「新規抗住血吸虫剤」, 特許番号：特願 2008-172663

[社会貢献活動]

1. NPO法人 宮入慶之助記念館, 宮入慶之助記念館, 長野市, 2013年 07月 01日 - 現在
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法医学
Forensic Medicine

教授　　　上村 公一
准教授　　秋 利彦
講師　　　鵜沼 香奈
助教　　　船越 丈司
特任助教　則竹 香菜子

大学院生 平山 菜穂
　　　　　渡邊 嶺
永井 みどり
　　　　　加世田 莉奈
　　　　　佐野 智美
　　　　　高橋 蓮穂
　　　　　古川 真子

( 1 ) 研究活動

研究

当教室では、研究は法医学的な応用を視野に入れながら、科学の発展に寄与できるように取り組んで行きたいと
考えている。
1．中毒学
中毒は法医学領域において、重要な死因であり、その薬毒物の作用機序を解明し、中毒の治療 · 予防に寄与するこ
とをめざす。薬毒物によりその作用機序はことなり、死につながる病態も様々である。現在、細胞死の機序を生化
学 · 分子生物学的手法を用いて研究している。心臓または神経由来の培養細胞に、薬毒物（一酸化炭素、シアン、
ヒ素）を作用させ、細胞死に関与する細胞内情報伝達系について研究している。特にミトコンドリアの機能、細
胞保護的なオートファジーの関与を中心に研究している。適宜、動物モデルを用いる。
2．アルコール医学
アルコールは急性中毒のみならず、アルコール依存症が関与した事故、犯罪、家庭崩壊、労働能力低下など社会
的、経済的に重要な薬物である。法医学領域においては、酩酊度の評価が重要である。アルコールによる細胞毒
性機序について研究している。
３．法医病理
　法医診断の精度向上のため、免疫組織化学、動物モデルを作成して、研究している。

( 2 ) 教育活動

教育

法医学とは医学的解明助言を必要とする法律上の案件，事項について，科学的で公正な医学的判断を下すことに
よって，個人の基本的人権の擁護，社会の安全，福祉の維持に寄与することを目的とする医学である。

法律上問題となる医学的事項は多岐で、司法分野に限らず、行政、立法の分野にも及ぶが、司法的分野の問題が最
も多い。従って、法医学は法治国家には不可欠な学問であり、制定法の整った民主主義国家においては臨床医学
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のあらゆる領域に跨って法医学的な問題が存在する。例えば死亡診断書の作成、医事紛争防止などは法医学専門
家よりはむしろ臨床医に身近な問題であるが、これらの問題の解決には法医学的な基本知識が必要である。特に
医学を倫理、法律、行政、社会、訴訟などと関連づけて見る目を養う必要がある。臨床医に必要な法医学的常識と
心構えを医師になるまでに身に付けさせることを目標として、講義と実習を行っている。
系統的講義としては、主として死体に関するものである。死体現象、損傷の見方 · 所見の取り方、窒息、中毒、内
因性急死につき、死体検案に必要な知識を中心に講義を行う。応用的講義は、生体に関する法医学的事項も交え
て、主として実務問題の解決に必要な知識を中心に講義する。法医学を専門としない医師にとっても、診断書作
成、医事紛争の防止、死体検案などは必ず遭遇する身近な法医学的事項である。
実習では、法医学特有の事項を体験することを主な目標として、血液型検査、アルコール検査、法医解剖の見学な
どがある。

当分野では法医学者および法医学検査実務専門家の養成を目指している。

( 3 ) 臨床活動および学外活動

実務

法医学は社会医学系講座なので種々の鑑定業務を担当し、これが応用医学の臨床に相当する。裁判により、加害
者ないしは被告側には相応の責任が科せられるので、鑑定者の責任は重い。従って、法医学ではこれらの鑑定業
務を遺漏なく円滑に行うための研究に力が注がれている。
1. 死体に関する鑑定
　犯罪の被害者と思われる死体について、刑事訴訟法に基づき、検察または司法警察員の嘱託により、裁判所の
許可を得て解剖検査するもので、一般に司法解剖と呼ばれている。司法解剖では、「鑑定書」として嘱託者に回答
する。鑑定書は刑事裁判での証拠となり、場合により、鑑定者は裁判所で証人として死因等について証言するこ
ともある。これらは、裁判の有罪 · 無罪の判断にもつながり、公正な裁判制度の維持に貢献し、社会的にきわめて
重要であり、責任の重い業務である。最近は医療関連死の解剖も多くなり、最新の臨床知識も必要である。また、
平成 21年 5月から裁判員制度も開始され、わかりやすい鑑定書の作成も求められている。平成 25年 4月から「警
察等が取り扱う死体の死因又は身元の調査等に関する法律（死因 · 身元調査法）」に基づく解剖が開始された。こ
れは事件性の有無が不明であり、主に死因究明および個人識別のために行われる解剖である。当分野は、東京 23
区および茨城県の日曜日 · 火曜日 · 月曜日の解剖を担当している。
2. 生体に関する鑑定
検察または司法警察員の嘱託により、生体の損傷の程度や成傷時期についての鑑定を行っている。

2017年
法医解剖　 165件　
（司法解剖 101件、死因 · 身元調査法に基づく解剖 64件）

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Kana Unuma, Toshihiko Aki, Kanako Noritake, Takeshi Funakoshi, Koichi Uemura. A CO-releasing
molecule prevents annexin A2 down-regulation and associated disorders in LPS-administered rat lung.
Biochem. Biophys. Res. Commun.. 2017.06; 487(3); 748-754

2. Ryo Watanabe, Kana Unuma, Kanako Noritake, Takeshi Funakoshi, Toshihiko Aki, Koichi Uemura..
Ataxia telangiectasia and rad3 related (ATR)-promyelocytic leukemia protein (PML) pathway of the DNA
damage response in the brain of rats administered arsenic trioxide. J. Toxicologic Pathology. 2017.07; 30;
333-337

3. Kanako Noritake, Toshihiko Aki, Moe Kimura, Takeshi Funakoshi, Kana Unuma, Koichi Uemura. Restora-
tion of YAP activation rescues HL-1 cardiomyocytes from apoptotic death by ethanol. J Toxicol Sci.
2017.10; 42(5); 545-551

[総説]

1. 鵜沼　香奈. 法医解剖死亡児から見る児童虐待 日本医事新報. 2017.05; (4856); 55
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2. 鵜沼　香奈. 危険ドラッグの現状 日本医事新報. 2017.07; (4864); 54

3. Toshihiko Aki, Kana Unuma, and Koichi Uemura. Emerging roles of mitochondria and autophagy in liver
injury during sepsis. Cell Stress. 2017.11; 1(2); 79-89

4. Toshihiko Aki, Kanako Noritake, Takeshi Funakoshi, Koichi Uemura.. Modes of Chemically Induced Cell
Death. Comprehensive Toxicology 3rd ed Volume 1 (General subjects). 2017.12;

[講演 · 口頭発表等]

1. 平山菜穂, 鵜沼香奈, 渡邊　嶺, 上村公一. 転倒による頭部打撲 14時間後に急変した遅発性外傷性脳内出血
の 1剖検例. 第 58回日本神経病理学会総会学術研究会 2017.06.02 東京

2. 平山菜穂,鵜沼香奈,槇野陽介,渡邊嶺,小松亜由美,加世田莉奈,佐野智美,上村公一. 遊具の打撲に起因する
延髄周囲の硬膜下血腫が見逃された例. 第 101次日本法医学会全国集会 2017.06.08 岐阜

3. 大谷進,井口蘭,猩々英紀,安達登,峰岸沙希,櫻田宏一,則竹香菜子,船越丈司,上村公一. 硬組織における D-
アスパラギン酸の比較. 第 101次日本法医学会全国集会 2017.06.08

4. 船越丈司,秋利彦,鵜沼香奈,則竹香菜子,上村公一. 覚せい剤原料ノルエフェドリン曝露による神経細胞内コ
レステロール異常蓄積とネクロトーシス誘導の解析. 第 101次日本法医学会全国集会 2017.06.08 岐阜

5. 鵜沼香奈,則竹香菜子,船越丈司,坂幹樹,木村遥,藤井祐介,上村公一. 乳幼児における薬物分析検査の重要
性ー思いがけず薬物の寄与が明らかになった 2剖検例ー. 第 101次日本法医学会全国集会 2017.06.09 岐阜

6. 峰岸沙希,石井名実子,宇都野創,則竹香菜子,船越丈司,上村公一,咲間彩香,斉藤久子,大谷進,櫻田宏一. 歯
を用いたアミノ酸ラセミ化による年齢推定法のための標準試料作成に関する基礎的研究. 第 101次日本法医
学会全国集会 2017.06.09 岐阜

7. 則竹香菜子, 秋　利彦, 上村公一. エタノールによる心筋細胞死は YAP 活性化により抑制される. 第 52回
日本アルコール · アディクション医学会学術総会 2017.09.09 横浜

8. 平山菜穂、秋利彦、上村公一. 神経細胞 SH-SY5Yにおけるパラコート曝露による細胞死とそのメカニズム
の検討. 第 86回日本法医学会学術関東地方集会 2017.10.28 東京都

9. 渡邊嶺、鵜沼香奈、小松亜由美、加世田莉奈、永井みどり、高橋蓮穂、古川真子、上村公一. 交通事故後に
見過ごされていた頭蓋外椎骨動脈の仮性動脈瘤破裂により死亡した一剖検例. 第 86回日本法医学会学術関
東地方集会 2017.10.28 東京都

10. 佐野智美、船越丈司、則竹香菜子、上村公一. メタボローム解析を用いた薬物毒性評価法の構築. 第 86回日
本法医学会学術関東地方集会 2017.10.28 東京都

11. 平山菜穂,秋利彦,上村公一. パラコート曝露による神経細胞 SH-SY5Yの細胞死とそのメカニズム. Con-
Bio2017 2017.12.06 神戸

12. 加世田莉奈, 秋利彦, 上村公一. メタンフェタミン曝露における神経芽細胞 SH-SY5Y の細胞死について.
ConBio2017 2017.12.06 神戸

13. 船越丈司,秋利彦,鵜沼香奈,則竹香菜子,上村公一. ノルエフェドリンによる神経細胞内コレステロール蓄積
とネクロトーシス誘導の解析. ConBio2017 2017.12.06 神戸

[受賞]

1. 第 52回アルコール · アディクション医学会学術総会 優秀演題賞, 2017年 09月

[その他業績]

1. 2017年 01月
東京都非常勤監察医（平成 20年 4月～）（鵜沼香奈）

2. 2017年 01月
大阪府非常勤監察医（平成 23年 7月～）（鵜沼香奈）

3. 東京都非常勤監察医（平成 20年 7月～）(上村公一）

4. 大阪府非常勤監察医（平成 11年 7月～）(上村公一）
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[社会貢献活動]

1. 基調講演　「社会のための法医学」, 河合塾　麹町校, 医学部進学特別講座　医師になるということ, 河合塾
　麹町校, 2017年 06月 25日

2. 法医学監修, TBS, アンナチュラル, 2017年 09月 22日

3. 法医学監修, TBS, アンナチュラル, 2017年 09月 22日
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政策科学
Health Care Management and Planning

教　　授　　　　河原　和夫
特任助教　　　　菅河　真紀子
大学院生　　　　陳　健
　　　　　　　　玄　運官
　　　　　　　　菊池　雅和
　　　　　　　　小村　陽子
　　　　　　　　熊澤　大輔
　　　　　　　　村田　正夫
　　　　　　　　表　久志
　　　　　　　　矢野　雅隆
　　　　　　　　高山　隼人
　　　　　　　　根岸　律葵
　　　　　　　　大山　功倫　

( 1 ) 分野概要

《活動内容》

教育
現実の日本の健康政策と社会 · 制度に着目して、その構造的な特色及び問題点を明らかにして、その解決のために
保健医療福祉分野ならびに周辺分野の研究成果の応用形態を考え、関係者と協同しながら政策形成能力の向上も
視野に入れた教育を行う。

( 2 ) 研究活動

研究
本分野では以下のようなテーマを対象として研究を行っている。

１．医療計画の今日的意義、課題及び医療システムに及ぼす影響について
　医療計画制度の政策上の問題点、推進方策に関する研究を実施している。また、救急施設搬送等に関わる時間
的 · 距離的公平性確保についての研究を行っている。

２．わが国の血液事業の構造分析と政策選択について
　わが国では過去に薬害 HIV事件を起こしたが、その背景にはさまざまな要因がある。献血、検査から製品化さ
らに医療現場での血液製剤の動態を分析することにより、安全性 · 安定供給要因等が最適な血液事業政策に関する
研究を行っている。また、採血基準の見直しのための疫学研究を実施している。

３．医療事故防止に関する政府の役割についての研究
　医療事故は衆目の集まるものであるが、輸血による経済損失や防止のための対策を始めとして、広く医療全般
において事故防止について関係者が果たすべき役割に関する研究を行っている。
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４．地域保健システムに関する研究
　疾病予防及び健康増進活動について保健所等の活動分析を行うことにより、効率的な地域保健システムのあり
方に関する研究を行っている。

５．保健医療分野における公共政策の体系化及び評価に関する研究
　公共政策の形成過程、作成システム、政党 · 圧力団体等の利害関係者及びその政策評価に関する研究を行ってい
る。

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Takamichi Kogure, Masahiko Sumitani, Hiroaki Abe, Jun Hozumi, Reo Inoue, Kazuhito Mietani, Kazuo
Kawahara, and Yoshitsugu Yamada. . Ischemic Ulcer Pain Is Both Nociceptive and Neuropathic Pain
Based on a Discriminant Function Analysis Using the McGill Pain Questionnaire Journal of Pain& Pal-
liative Care Pharmacotherapy. 2017.04; 0(0); 1-7

[書籍等出版物]

1. Candida glabrataによる腎盂腎炎にアムホテリシン Bリボゾーム製剤が奏効した一例. 医療薬学, 2017.08

[総説]

1. Kazuo Kawahara,Makiko Sugawa. 医療政策の変革と血液事業 Hematology Frontier. 2017.04;

[講演 · 口頭発表等]

1. 矢野　雅隆. 前立腺 adenosquamous carcinomaの 1例. 第 137回多摩泌尿器科医会 2017.03.10

2. 矢野　雅隆. 経尿道的ホルミウムレーザー前立腺核出術後の QOL：尿失禁の影響. 第 105回日本泌尿器科学
会総会 2017.04.23

3. 菅河真紀子. 現在の医療とその周辺について. 医療ガス保安管理技術者講習会 2017.05.24

4. 矢野　雅隆. 当院の尿培養で同定された大腸菌のレボフロキサシン耐性率：2012年と 2016年の市中発生お
よび膀胱カテーテル留置例での検討. 第 82回日本泌尿器科学会東部総会 2017.09.16

5. 小村　陽子. 大規模レセプトデータから見たアトピー性皮膚炎治療における薬剤処方状況と経済的評価の検
討. 第 55回日本医療病院管理学会 2017.09.17

6. 村田　正夫. 医療費に対する処方の薬剤種類数の影響と後発医薬品種類数の抑制効果（3傷病を中心に）. 第
55回日本医療病院管理学会 2017.09.17

7. 菅河真紀子. 医療機関の社会的役割. 医療機器ガス保安管理技術者講習会 2017.10.18

8. 菅河真紀子. 我が国の近年の献血状況の分析. 第 41回日本血液事業学会総会 2017.10.31

9. 菅河真紀子. 採血基準における ALTの cut off値に関する分析. 第 76回日本公衆衛生学会総会 2017.11.01

10. 河原　和夫. 我が国の献血状況の変化について. 第 41回日本血液事業学会総会 2017.11.01

11. 根岸　律葵. 在宅医療の今後を見据えた感染性廃棄物の再定義に関する一考察. 第 75回日本公衆衛生学会
2017.11.01

12. 熊澤　大輔. 首都圏の献血者の移動動向について. 第 75回日本公衆衛生学会 2017.11.01

13. 菅河真紀子. 我が国の近年の献血状況とその分析. 第 41回日本血液事業学会総会 2017.11.02

14. 河原　和夫. アジア諸国の血漿分画製剤の将来予測と我が国の協力の在り方に関する研究. 第 75回日本公衆
衛生学会 2017.11.02

15. 矢野　雅隆. 単一術者による HoLEPの enbloc核出法と 2葉核出法の比較. 第 31回日本泌尿器科内視鏡学
会総会 2017.11.18
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[Works]

1. 第 6次医療計画についての都道府県内評価と今後の医療計画の方向性に関する研究, 2016年 04月 - 2017年
03月

2. 中国、韓国および世界の血漿分画製剤製造事業, 2016年 04月 - 2017年 03月

3. 海外における献血推進の実状と効果的な施策のあり方に関する研究（ドイツ連邦共和国）, 2016年 04月 -
2017年 03月

4. ドイツの採血基準と血液事業, 2016年 04月 - 2017年 03月

5. ドイツの血液事業, 2016年 04月 - 2017年 03月
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分子疫学
Molecular Epidemiology

教授　　 村松正明　
准教授　 佐藤憲子　
助教　　 今井千裕　

非常勤講師 須藤カツ子、田口淳一

大学院生（博士） カウン · シー · トゥ、
キン · テテ · ゾー、前田裕子、藤谷啓雄、
テイ · ザ · チョウ、勝田江朗、佐竹紀彦、
シルパパベッティーナット、 メディナアブドサタル、エイココミン、縦媛
大学院生（修士） 鈴木健司、坂本大和、坪田惟里
大学院研究生　トウ · ダイケ

( 1 ) 分野概要

本分野では、難治性病態に繋がる日常的慢性疾患（Common Chronic Diseases）の発症•進展と遺伝子および環境
因子の関連を明らかにする目的で、ゲノム情報を駆使し、疫学的手法を用いて解析をする。基本的には疫学フィー
ルドや臨床サンプルを持つ研究グループとの共同研究のもとで、疾患の発症に及ぼす遺伝子および環境因子およ
びそれらの交互作用の発見と検証、疾患の易罹患性や薬剤反応性に関与する遺伝子多型の解析を行う。対象疾患
はメタボリック症候群（糖尿病、高血圧、高脂血症、肥満）、動脈硬化、慢性閉塞性肺疾患（COPD）などである。
これらの日常的疾患は多因子疾患であり、遺伝子-環境因子、遺伝子-遺伝子の交互作用の影響を包括的に捉えるた
めバイオインフォマティックス研究も進めている。また日常的慢性疾患の素因の一部は胎児期に形成されるとい
う Developmental Origins of Health and Disease（DOHaD）仮説を検証すべく、子宮内環境により胎児期のエピ
ゲノム状態が変化して疾患の易罹患生に影響を及ぼすかどうかの検討を行っている。
　これらの取り組みによりゲノムと環境による疾患に対する相加的、相乗的なリスクを知ることで、先制医療や
新しい予防医学に有意義な指針を提唱することを目指している。またパーソナルゲノム時代の到来に備えて、ゲ
ノム解析結果を個人に返却した場合の心理的影響や行動変容に関する社会医学的な取り組みも開始する。大学院
生および大学院研究生には、ゲノム医学、遺伝統計学、疫学、そして分子生物学などの知識や実験手技を教育し、
学際的に広がりを持つ分野を理解してパーソナルゲノム時代に適応した研究を推進できる人材の育成を行う。

( 2 ) 研究活動

疫学フィールドを持つ研究グループとの共同研究のもとで、疾患の発症に及ぼす遺伝子および環境因子およびそ
れらの交互作用の発見と検証を行っている。また疾患の易罹患性や薬剤反応性に関与する遺伝子とその多型を臨
床グループとの共同研究で解析し、さらには得られた遺伝子の機能解析を進めるべく研究を行っている。対照疾
患は、生活習慣病の要である、高血圧、糖尿病、肥満、メタボリックシンドローム、動脈硬化、慢性閉塞性肺疾
患、癌などである。多くの疾患は多因子疾患であり、遺伝子間の相互作用の影響が大きいので、これを包括的に
解析するための手法の開発をバイオインフォマティックスの観点からも進めている。遺伝子多型及び環境因子の
疾患に対する相加的、相乗的なリスクを測ることで、将来的にはオーダーメイド医療時代の新しい診断• 治療指
針の提唱を目指している。さらに、遺伝子多型とエピゲノムとの関係や、遺伝子多型では説明できない個体差と
エピジェノタイプとの関連についての研究も開始している。特に、生活習慣病は、その一部の素因が胎児期に形
成されるという考え方が広く受け入れられるようになってきた。発生発達期の環境変化が疾患感受性や形質多様
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性に及ぼす影響を解析することにより、将来の先制的な疾患予防に役立てようと考えている。またパーソナルゲ
ノム情報から、先制• 予防医療に重要な情報を抽出する方法を開発するプロジェクトを立ち上げた。

( 3 ) 教育活動

村松正明：博士課程　疾患予防科学概論
村松正明：修士課程　環境社会医歯学
村松正明：修士課程　英語交渉•ディベート特論
佐藤憲子、村松正明：博士課程　生命科学特論
佐藤憲子：修士課程　生化学
佐藤憲子：修士課程　遺伝医学

( 4 ) 教育方針

本分野では、難治性病態に繋がる生活習慣病の発症に関わる遺伝子、環境因子およびその相互の関連を理解する
ための疫学手法、ゲノム解析手法、エピゲノム解析手法、遺伝統計学的手法、分子生物学的手法を大学院生および
研究生に教育している。これによって学際的に広がりを持つ分子疫学分野を理解し、研究を遂行できる人材の育
成を行っている

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Sariya Dechamethakun, Noriko Sato, Shinobu Ikeda, Motoji Sawabe, Seijiro Mori, Yoshiji Yamada,
Masashi Tanaka Masaaki Muramatsu and Tomio Arai. Association of Macrophage Capping Protein
(CAPG) Arg335His Polymorphism and Cancer Susceptibility in the Elderly Japanese Journal of Geron-
tology and Geriatric Research. 2017.04; 6(2); 417

2. Noriko Sato, Katsuko Sudo, Masayo Mori, Chihiro Imai, Masaaki Muramatsu, Masahiro Sugimoto. Early
gestational maternal low-protein diet diminishes hepatic response to fasting in young adult male mice. Sci
Rep. 2017.08; 7(1); 9812

3. Kumpei Tanisawa, Nobuyoshi Hirose, Yasumichi Arai, Hiroshi Shimokata, Yoshiji Yamada, Hisashi Kawai,
Motonaga Kojima, Shuichi Obuchi, Hirohiko Hirano, Hiroyuki Suzuki, Yoshinori Fujiwara, Yu Taniguchi,
Shoji Shinkai, Kazushige Ihara, Maki Sugaya, Mitsuru Higuchi, Tomio Arai, Seijiro Mori, Motoji Sawabe,
Noriko Sato, Masaaki Muramatsu, Masashi Tanaka. Inverse association between height-increasing alleles
and extreme longevity in Japanese women. J. Gerontol. A Biol. Sci. Med. Sci.. 2017.08;

4. Khin Thet Thet Zaw , Sato Noriko, Ikeda Shinobu, Kaung Si Thu , Naka Mieno Makiko, Arai Tomio, Mori
Seijiro, Furukawa Tetsushi, Sasano Tetsuo, Sawabe Motoji, Tanaka Masashi, Muramatsu Masaaki. Asso-
ciation of ZFHX3 gene variation with atrial fibrillation, cerebral infarction, and lung thromboembolism:
An autopsy study Journal of Cardiology. 2017.08; 70(1-2); 180-184

5. 佐藤 憲子. 【将来に備えて胎児環境を整える-DOHaDを学ぼう-】 DOHaDの基礎　 DOHaDの分子機構
産婦人科の実際. 2017.08; 66(8); 959-966

6. Rina Komazaki, Sayaka Katagiri, Hirokazu Takahashi, Shogo Maekawa, Takahiko Shiba, Yasuo Takeuchi,
Yoichiro Kitajima, Anri Ohtsu, Sayuri Udagawa, Naoki Sasaki, Kazuki Watanabe, Noriko Sato, Naoyuki
Miyasaka, Yuichiro Eguchi, Keizo Anzai, Yuichi Izumi. Periodontal pathogenic bacteria, Aggregatibacter
actinomycetemcomitans affect non-alcoholic fatty liver disease by altering gut microbiota and glucose
metabolism. Sci Rep. 2017.10; 7(1); 13950

7. 佐藤 憲子. 疾患発症前段階の肝臓トランスクリプトーム · メタボローム解析　妊娠前期低タンパク質飼料給
餌 DOHaD動物実験 Medical Science Digest. 2017.12; 43(12); 637-638
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[総説]

1. Sariya Dechamethakun, Masaaki Muramatsu. Long noncoding RNA variations in cardiometabolic dis-
eases. J. Hum. Genet.. 2017.01; 62(1); 97-104

2. Kazuki Mochizuki*, Chihiro Imai, Noriko Sato, Takeo Kubota. The roles of epigenetics in developmental
programming/Developmental Origins of Health and Disease theory journal OBM Genetics. 2017.09;

3. Kazuki Mochizuki, Chihiro Imai, Noriko Sato, Takeo Kubota. The roles of epigenetics in developmental
programming/Developmental Origins of Health and Disease theory. OBM Genetics. 2017.10; 1(4);

[講演 · 口頭発表等]

1. Takimoto H, Okamitsu M, Sato N, Kyaw TZ, Htun NC, Imai C, Tsubota Y, Tajirika-Shirai R, Yago S,
Aoyama T, Miyasaka N. Dietary intakes and depressive symptoms among pregnant participants in the
Birth Cohort- Gene and ENvironment Interaction Study of TMDU (BC-GENIST). 第２７回日本疫学会
学術総会 2017.01.27 山梨

2. •Takimoto H, Okamitsu M, Sato N, Kyaw TZ, Htun NC, Imai C, Tsubota Y, Tajirika-Shirai R, Yago
S, Aoyama T, Miyasaka N. Dietary intakes and depressive symptoms among pregnant participants in the
Birth Cohort- Gene and ENvironment Interaction Study of TMDU (BC-GENIST).. 第２７回日本疫学会
学術総会 2017.01.27 山梨

3. 佐藤　憲子. DOHaDとエピジェネティクス. ゲノム創薬 · 医療フォーラム第 7回談話会 2017.05.17 東京

4. Hidemi Takimoto , Motoko Okamitsu , Noriko Sato , Tay Zar Kyaw , Nay Chi Htun , Chihiro Imai ,
Yuiri Tsubota , Reiko Tajirika-Shirai , Satoshi Yago , Tomoko Aoyama , Naoyuki Miyasaka. Dietary
intakes from 3-day weighed dietary records among pregnant participants in the Birth Cohort - Gene and
ENvironment Interaction Study of TMDU (BC-GENIST). The 21st World Congress of Epidemiology
(WCE2017) 2017.08.21

5. Noriko Sato, Hidemi Takimoto, Motoko Okamitsu, Tay Zar Kyaw, Chihiro Imai, Nay Chi Htun, Satoshi
Yago, Tomoko Aoyama, Seiji Yamaguchi and Naoyuki Miyasaka. Study design: the evaluation of in-
terindividual differences in neonatal epigenome - the BC-GENIST project. the 21st World Congress of
Epidemiology, International Epidemiological Association 2017.08.21 Saitama, Japan

6. Hidemi Takimoto, Motoko Okamitsu, Noriko Sato, Tay Zar Kyaw, Nay Chi Htun, Chihiro Imai, Yuiri
Tsubota, Reiko Tajirika-Shirai, Satoshi Yago, Tomoko Aoyama, Naoyuki Miyasaka. Dietary intakes from
3-day weighed dietary records among pregnant participants in the Birth Cohort - Gene and ENvironment
Interaction Study of TMDU (BC-GENIST). the 21st World Congress of Epidemiology, International
Epidemiological Association 2017.08.21 Saitama, Japan

7. 今井 千裕他. 妊娠中の環境要因が影響するエピゲノム変化と母児の健康指標との関連‐ BC-GENIST‐. 第
6回 日本 DOHaD学会学術集会 2017.08.26 早稲田大学

8. 今井 千裕, Shilpa Pavethynath, 瀧本 秀美, 岡光 基子, Tay Zar Kyaw, Nay Chi Thun, 五十嵐 麻子, 青山 友
子, 矢郷 哲志, 不殿 絢子, 宮坂 尚幸, 佐藤 憲子. 妊娠中の環境要因が影響するエピゲノム変化と母児の健康
指標との関連‐ BC-GENIST‐. 第 6回日本 DOHaD学会学術集会 2017.08.27

9. 佐藤憲子. 出生前栄養環境がエピゲノムと健康に及ぼす影響. 日本食品免疫学会第 13回学術大会シンポジウ
ム 2017.11.10 東京

10. 佐藤憲子. 環境がライフコースエピゲノムに及ぼす影響について. 日本人類遺伝学会第 62回大会 2017.11.18
神戸

11. 佐藤憲子. 母児エピゲノムに影響する環境要因の探索ー出生前コホート研究 BC-GENIST. 第 40回日本分子
生物学会年会　 ConBio2017 2017.12.08 神戸

[その他業績]

1. 「 胎生期栄養環境が肝臓の絶食応答に影響を及ぼすことを発見 」生活習慣病発症予防法の開発につながる
可能性 ―, 2017年 08月
Scientific Reports
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研究開発学
Research Development

教員
教授
高瀬浩造

大学院生
博士課程
平林 明美
伊豆上 智子
三浦 明
大城 康全
照屋 秀樹
原茂 順一
島袋　林秀
遠藤　一茂

修士課程（ＭＭＡ）
今雪　宏崇
植松　美知男
門田　美和子
長澤　瑞枝
早尾　弘子
古田　淳一
若林　健吾

( 1 ) 分野概要

大学院医歯学総合研究科環境社会医歯学講座研究開発学分野は、2000年に新設された大学院講座で、教授には当
時医学部附属病院医療情報部教授であった高瀬浩造が就任した。2010年までは、高瀬が医療情報部長を併任して
いたため病院との関係が深かったが、現在は統合情報機構副機構長および CISOを兼務しているため、大学の情報
戦略との関係が深い。また、高瀬が最高裁判所の司法修習委員、東京地方裁判所の裁判所委員を務めており、法
曹界との接点も多い。構成員は、教授の高瀬一人であるが、他大学を含めた連携研究などにより、情報領域 · 医療
訴訟 · 機器開発 · 医療管理を中心に包括的に研究 · 教育を行っている。
修士課程医歯理工学専攻医療管理政策学（ＭＭＡ）の医療管理学コースを担当しており、修士課程学生はこのコー
スに属している。また、博士課程学生の大半は、このコース出身者で占められている。

( 2 ) 研究活動

クリニカルパスの導入
医療訴訟と専門情報
医療事故と医療訴訟
病院経営組織論
医療政策
診療情報の管理と個人情報保護
医療におけるホスピタリティー
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ガイドラインと医療の質
診療科におけるレジデントスキル教育プログラム
患者満足度と患者経験
医療工学的機器開発支援

( 3 ) 教育活動

病院情報管理学
医療における TQM
生物学的バイアスとデータマネジメント
医療政策統計学
Medical Informatics
医療と法律、医療倫理
判事補 · 検事への医療 · 医学研修
一橋大学複合領域コース 健康増進政策論、医学総論、医療危機管理論

( 4 ) 教育方針

医療制度、医療管理、医療周辺技術支援にかかわる研究開発の手法を修得することを目的とし、その過程での問
題解決の手段あるいは研究開発の実践を学習する。

特論では、医学 · 歯学における研究開発プロジェクト策定の手法、臨床応用における問題点の解決、プロジェクト
実行 · 進捗管理の方法について概説する。特に、基礎研究成果を臨床応用する際の、倫理的 · 哲学的問題点、社会
学的問題点、および法的規制との関連に重点を置き、研究への先行投資がいかに実社会に貢献できる可能性があ
るのかについてシミュレーションを行う。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

高瀬浩造：最高裁判所司法修習委員
高瀬浩造：東京地方裁判所裁判所委員
高瀬浩造：日本クリニカルパス学会評議員 · 編集委員長

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. Rinshu Shimabukuro, Kozo Takase, Sachiko Ohde, Isao Kusakawa. Handheld fetal Doppler device for
assessing heart rate in neonatal resuscitation Pediatrics International. 2017.10; 59; 1069-1073

[社会貢献活動]

1. 司法修習委員会, 最高裁判所, 司法研修所　司法修習委員会, 最高裁判所, 2005年 06月 01日 - 現在

2. 日本クリニカルパス学会誌, 日本クリニカルパス学会, 日本クリニカルパス学会誌, 2013年 11月 01日 - 現在

3. 厚生連 IRB委員長, 日本文化厚生連, 新宿農協会館, 2016年 06月 01日 - 現在

4. 医療の法的責任と院内事故調査, 中野総合病院, 医療安全講習, 中野生協会館, 2017年 01月 16日

5. 新たな時代を迎えたがん免疫療法, 東京医科歯科大学 · ソニー株式会社, 2016年度　クリニカルサミット　
第 2回研究会, 東京医科歯科大学　MDタワー　共用講義室２, 2017年 02月 02日

6. 医療の考え方, 司法研修所, 判事補研究会　医療訴訟, 司法研修所別館, 2017年 02月 21日

7. 裁判官研修, 最高裁判所司法研修所, 2017年 02月 22日 - 2017年 02月 23日
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8. 診療情報共有改善検討委員会, 京慈恵会医科大学病院, 2017年 03月 23日 - 2017年 06月 05日

9. 医療界と法曹界の相互理解のためのシンポジウム PT, 東京地方裁判所, 医療界と法曹界の相互理解のための
シンポジウム, 東京地方裁判所, 2017年 04月 04日 - 2017年 10月 16日

10. 検察官研修, 法務省, 2017年 05月 22日 - 2017年 05月 26日

11. 医療安全対策における最近の動向, 労働者健康安全機構, 医療安全対策研修, 関東労災病院, 2017年 06月 02日

12. 医療安全と医療訴訟, 愛知医科大学整形外科教室同門会, 医療安全講習会, ＴＫＰガーデンシティー名古屋,
2017年 06月 10日

13. 安全管理委員会外部委員, 中野総合病院, 2017年 10月 10日 - 現在

14. 第 10回東京地裁シンポジウム　医療界と法曹界の相互理解のため, 東京地方裁判所　東京３弁護士会, 2017
年 10月 16日

15. 医療における自己決定支援と医療安全, 全国自治体病院協議会, 平成２９年度　看護管理研修会, 2017年 11
月 30日
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医療政策情報学
Health Policy and Informatics

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　　授：伏見清秀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院生：塚崎朝子、篠田京子、松尾亜矢子、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　對間 (佐野)元子、玉木敏裕、水野裕也、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大沼哲、本間明、上地英司、佐方信夫、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　市川智光、小段真理子、井上紀彦、平野京子、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　太田美穂子、川﨑健、金沢奈津子、枝窪俊輔、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢野好輝、糠谷洋子、渡邊千里、鈴木里彩、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇田晃仁、佐藤友香
　　　　　　　　　　　　　　　　　　研 究 生：井上雅博

( 1 ) 分野概要

○当研究室での研究テーマ
· 情報技術の活用による医療実態の実証的分析から，医療の向上のための政策提言を行うことが研究目的の一つで
す．
· また，どのような情報技術を医療の向上のため活用するべきか，その社会的，技術的要因を，医療経済学，医療
管理学等の広範な視点から調査，研究することも当教室の研究テーマです．
· 研究の対象は，医療提供体制，医療保険等の社会医療システムから，クリニカルパス，病院経営分析，危機管理
等の病院管理，医療管理分野までを含む医療全般です．
具体的には：
１．診断群分類（DPC)と包括評価に関する制度設計、医療評価、医療経済分析
２．厚生医療統計分析による医療機関の機能分化等の我が国の医療のあり方に関する研究
３．医療の標準化と医療情報共有のための情報技術に関する研究
などのテーマで研究を進めています．

○当教室の特徴
· 情報技術を用いて今の医療システムに関する疑問点を分析し，解決策を見いだすことに主眼をおいています．実
施臨床あるいは医療関連の職業に従事して，問題意識を持った方の研究の場を提供したいと考えています．もち
ろん，医歯学部卒直後の人でも，医療全般に問題意識を持ち，情報技術にその解決策を期待している人は歓迎い
たします．情報工学の研究室ではありません．
· 学内各教室および厚生労働省，国立病院機構、他研究施設等との共同研究を実施していきます．

( 2 ) 研究活動

本分野では以下のようなテーマを対象として研究を進めている．
１．医療機関の機能分化と分担連携のあり方について
２．本邦の医療提供体制に即した診断群分類の開発
３．医療の標準化と医療情報共有のための情報技術について
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( 3 ) 教育活動

医療政策情報学特論、医療政策情報学演習、医療政策情報学実験、診療情報管理学を担当、医療において必要な情
報分析基礎能力と情報技術を応用した医療各分野での研究遂行能力の会得を目標とする。

( 4 ) 教育方針

○大学院教育の目標
· 豊富な最新データを用いた実証的な研究を進めながら、医療データ分析、医療評価、政策評価などの方法論を体
得し、原著論文を完成すること

○社会人大学院の研究プログラムの例
· 実地臨床の経験を積みながら，臨床に密接に関連したテーマについて情報技術を用いて医療システムの実証的分
析を行う．
· 行政 · 医療機関管理者等の立場から，統計資料，経営分析データを活用して医療システムの分析を行う．

○必要とされる知識 · 技術 · 条件等
基本的なデータ分析技術（エクセル等の表解析程度ができれば充分）
医療に関する興味と一般的な常識
年間 300～ 500時間程度の研究時間

○教育カリキュラム
セミナー、演習等随時
国内研究会等（年数回）、海外学会等（年１回以上）

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Toshiaki Isogai, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Hiroyuki Tanaka, Motoyuki Hisagi, Kiyohide Fushimi.
Factors affecting in-hospital mortality and likelihood of undergoing surgical resection in patients with
primary cardiac tumors. J Cardiol. 2017.01; 69(1); 287-292

2. Takahiro Inoue, Hiroyo Kuwabara, Kiyohide Fushimi. Regional Variation in the Use of Percutaneous
Coronary Intervention in Japan. Circ. J.. 2017.01; 81(2); 195-198

3. Yukiyo Sakamoto, Yasuhiro Yamauchi, Hideo Yasunaga, Hideyuki Takeshima, Wakae Hasegawa, Taisuke
Jo, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Takahide Nagase. Guidelines-concordant empiric antimicrobial
therapy and mortality in patients with severe community-acquired pneumonia requiring mechanical ven-
tilation. Respir Investig. 2017.01; 55(1); 39-44

4. Miho Ishimaru, Sachiko Ono, Sayaka Suzuki, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. Artificial
nutrition dependence after cetuximab versus cisplatin combined with radiotherapy for advanced head and
neck cancer: A propensity score-matched analysis. Head Neck. 2017.02; 39(2); 320-325

5. Takashi Tagami, Hiroki Matsui, Yuuta Moroe, Reo Fukuda, Ami Shibata, Chie Tanaka, Kyoko Unemoto,
Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. Antithrombin use and 28-day in-hospital mortality among severe-burn
patients: an observational nationwide study. Ann Intensive Care. 2017.02; 7(1); 18

6. Yosuke Ono, Sachiko Ono, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Yuji Tanaka. Clinical
features and practice patterns of treatment for adrenal crisis: a nationwide cross-sectional study in Japan.
Eur. J. Endocrinol.. 2017.03; 176(3); 329-337

7. Yosuke Ono, Sachiko Ono, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Yuji Tanaka. Clinical
characteristics and outcomes of myxedema coma: Analysis of a national inpatient database in Japan. J
Epidemiol. 2017.03; 27(3); 117-122
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8. Yusuke Sasabuchi, Hiroki Matsui, Hideo Yasunaga, Kiyohide Fushimi. Increase in avoidable hospital
admissions after the Great East Japan Earthquake. J Epidemiol Community Health. 2017.03; 71(3);
248-252

9. Maiko Yagi, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Kojiro Morita, Kiyohide Fushimi, Masashi Fujimoto, Teruyuki
Koyama, Junko Fujitani. Impact of Rehabilitation on Outcomes in Patients With Ischemic Stroke: A Na-
tionwide Retrospective Cohort Study in Japan. Stroke. 2017.03; 48(3); 740-746

10. Masaya Sato, Ryosuke Tateishi, Hideo Yasunaga, Hiromasa Horiguchi, Hiroki Matsui, Haruhiko Yoshida,
Kiyohide Fushimi, Kazuhiko Koike. The ADOPT-LC score: a novel predictive index of in-hospital mortal-
ity of cirrhotic patients following surgical procedures, based on a national survey. Hepatol. Res.. 2017.03;
47(3); E35-E43

11. Hiroyuki Odagiri, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Shigeru Matsui, Kiyohide Fushimi, Mitsuru Kaise.
Hospital volume and adverse events following esophageal endoscopic submucosal dissection in Japan.
Endoscopy. 2017.04; 49(4); 321-326

12. Hiroki Matsui, Taisuke Jo, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. Outcomes after early and delayed reha-
bilitation for exacerbation of chronic obstructive pulmonary disease: a nationwide retrospective cohort
study in Japan. Respir. Res.. 2017.04; 18(1); 68

13. Takeshi Oichi, Hirotaka Chikuda, Junichi Ohya, Ryo Ohtomo, Kojiro Morita, Hiroki Matsui, Kiyohide
Fushimi, Sakae Tanaka, Hideo Yasunaga. Mortality and morbidity after spinal surgery in patients with
Parkinson’s disease: a retrospective matched-pair cohort study. Spine J. 2017.04; 17(4); 531-537

14. Masato Takeuchi, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi. Pediatric urolithiasis associated
with acute gastroenteritis: an inpatient database study in Japan. Eur. J. Pediatr.. 2017.04; 176(4);
501-507

15. Yoshifumi Mizobuchi, Keiji Muramatsu, Makoto Ohtani, Junichiro Satomi, Kiyohide Fushimi, Shinya
Matsuda, Shinji Nagahiro. The Current Status of Microvascular Decompression for the Treatment of
Hemifacial Spasm in Japan: An Analysis of 2907 Patients Using the Japanese Diagnosis Procedure Com-
bination Database. Neurol. Med. Chir. (Tokyo). 2017.04; 57(4); 184-190

16. Shotaro Aso, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. Resuscitative endovascular balloon occlu-
sion of the aorta or resuscitative thoracotomy with aortic clamping for noncompressible torso hemorrhage:
A retrospective nationwide study. J Trauma Acute Care Surg. 2017.05; 82(5); 910-914

17. Toshiaki Isogai, Hiroki Matsui, Hiroyuki Tanaka, Naoto Yokogawa, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga.
Treatments and in-hospital mortality in acute myocardial infarction patients with rheumatoid arthritis: a
nationwide retrospective cohort study in Japan. Clin. Rheumatol.. 2017.05; 36(5); 995-1004

18. Yukiyo Sakamoto, Yasuhiro Yamauchi, Hideo Yasunaga, Hideyuki Takeshima, Wakae Hasegawa, Taisuke
Jo, Yusuke Sasabuchi, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Takahide Nagase. Development of a nomogram
for predicting in-hospital mortality of patients with exacerbation of chronic obstructive pulmonary disease.
Int J Chron Obstruct Pulmon Dis. 2017.05; 12; 1605-1611

19. Kojiro Morita, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. Association between Nurse Staffing and
In-Hospital Bone Fractures: A Retrospective Cohort Study. Health Serv Res. 2017.06; 52(3); 1005-1023

20. Akahito Sako, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Hidetaka Hamasaki, Hisayuki Kat-
suyama, Tetsuro Tsujimoto, Atsushi Goto, Hidekatsu Yanai. Hospitalization with hypoglycemia in pa-
tients without diabetes mellitus: A retrospective study using a national inpatient database in Japan,
2008-2012. Medicine (Baltimore). 2017.06; 96(25); e7271

21. Hironori Uematsu, Kazuto Yamashita, Susumu Kunisawa, Kiyohide Fushimi, Yuichi Imanaka. Estimating
the disease burden of methicillin-resistant Staphylococcus aureus in Japan: Retrospective database study
of Japanese hospitals. PLoS ONE. 2017.06; 12(6); e0179767

22. Y Sasabuchi, H Yasunaga, H Matsui, A K Lefor, K Fushimi, M Sanui. Epidural analgesia is infrequently
used in patients with acute pancreatitis : a retrospective cohort study. Acta Gastroenterol. Belg.. 2017.06;
80(3); 381-384



— 256 —

環境社会医歯学講座

23. Shinichiro Kobori, Tatsuhiko Kubo, Makoto Otani, Keiji Muramatsu, Yoshihisa Fujino, Hiroaki Adachi,
Hiromasa Horiguchi, Kiyohide Fushimi, Shinya Matsuda. Coexisting infectious diseases on admission as
a risk factor for mechanical ventilation in patients with Guillain-Barré syndrome. J Epidemiol. 2017.07;
27(7); 311-316

24. Tomoki Wada, Hideo Yasunaga, Kent Doi, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Yoichi Kitsuta, Susumu
Nakajima. Relationship between hospital volume and outcomes in patients with traumatic brain injury:
A retrospective observational study using a national inpatient database in Japan. Injury. 2017.07; 48(7);
1423-1431

25. Toru Sugihara, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Go Nagao, Akira Ishikawa, Tetsuya Fujimura, Hiroshi
Fukuhara, Kiyohide Fushimi, Makoto Ohori, Yukio Homma. Accessibility to surgical robot technology
and prostate-cancer patient behavior for prostatectomy. Jpn. J. Clin. Oncol.. 2017.07; 47(7); 647-651

26. Tomoki Wada, Hideo Yasunaga, Hayato Yamana, Hiroki Matsui, Takehiro Matsubara, Kiyohide Fushimi,
Susumu Nakajima. Development and validation of a new ICD-10-based trauma mortality prediction
scoring system using a Japanese national inpatient database. Inj. Prev.. 2017.08; 23(4); 263-267

27. Toshiaki Isogai, Hiroki Matsui, Hiroyuki Tanaka, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. In-hospital man-
agement and outcomes in patients with peripartum cardiomyopathy: a descriptive study using a national
inpatient database in Japan. Heart Vessels. 2017.08; 32(8); 944-951

28. Motoko Sano, Kiyohide Fushimi. Association of Palliative Care Consultation With Reducing Inpatient
Chemotherapy Use in Elderly Patients With Cancer in Japan: Analysis Using a Nationwide Administrative
Database. Am J Hosp Palliat Care. 2017.08; 34(7); 685-691

29. Masao Iwagami, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Hiromasa Horiguchi, Kiyohide Fushimi, Eisei Noiri,
Masaomi Nangaku, Kent Doi. Impact of end-stage renal disease on hospital outcomes among patients
admitted to intensive care units: A retrospective matched-pair cohort study. Nephrology (Carlton).
2017.08; 22(8); 617-623

30. Wakae Hasegawa, Yasuhiro Yamauchi, Hideo Yasunaga, Hideyuki Takeshima, Yukiyo Sakamoto, Taisuke
Jo, Yusuke Sasabuchi, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Takahide Nagase. Prognostic nomogram for
inpatients with asthma exacerbation. BMC Pulm Med. 2017.08; 17(1); 108

31. Daisuke Shinjo, Hisateru Tachimori, Keiko Sakurai, Tetsu Ohnuma, Kenji Fujimori, Kiyohide Fushimi.
Factors affecting prolonged length of stay in psychiatric patients in Japan: A retrospective observational
study. Psychiatry Clin. Neurosci.. 2017.08; 71(8); 542-553

32. Hirokazu Urushiyama, Taisuke Jo, Hideo Yasunaga, Yasuhiro Yamauchi, Hiroki Matsui, Wakae Hasegawa,
Hideyuki Takeshima, Yoshihisa Hiraishi, Akihisa Mitani, Kiyohide Fushimi, Takahide Nagase. Adjuvant
chemotherapy versus chemoradiotherapy for small cell lung cancer with lymph node metastasis: a ret-
rospective observational study with use of a national database in Japan. BMC Cancer. 2017.09; 17(1);
613

33. Hayato Yamana, Mutsuko Moriwaki, Hiromasa Horiguchi, Mariko Kodan, Kiyohide Fushimi, Hideo Ya-
sunaga. Validity of diagnoses, procedures, and laboratory data in Japanese administrative data. J Epi-
demiol. 2017.10; 27(10); 476-482

34. Manabu Kawata, Yusuke Sasabuchi, Hiroshi Inui, Shuji Taketomi, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Hiro-
taka Chikuda, Hideo Yasunaga, Sakae Tanaka. Annual trends in knee arthroplasty and tibial osteotomy:
Analysis of a national database in Japan. Knee. 2017.10; 24(5); 1198-1205

35. Daisuke Shinjo, Kiyohide Fushimi. The degree of severity and trends in hospital standardized mortality
ratios in Japan between 2008 and 2012: a retrospective observational study. Int J Qual Health Care.
2017.10; 29(5); 705-712

36. Kojiro Morita, Hiroki Matsui, Hayato Yamana, Kiyohide Fushimi, Tomoaki Imamura, Hideo Yasunaga.
Association between advanced practice nursing and 30-day mortality in mechanically ventilated critically
ill patients: A retrospective cohort study. J Crit Care. 2017.10; 41; 209-215

37. Taisuke Jo, Hideo Yasunaga, Yusuke Sasabuchi, Nobuaki Michihata, Kojiro Morita, Yasuhiro Yamauchi,
Wakae Hasegawa, Hideyuki Takeshima, Yukiyo Sakamoto, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Takahide
Nagase. Association between dementia and discharge status in patients hospitalized with pneumonia.
BMC Pulm Med. 2017.10; 17(1); 128
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38. Toshiaki Isogai, Hiroki Matsui, Hiroyuki Tanaka, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. Seasonal variation
in patient characteristics and in-hospital outcomes of Takotsubo syndrome: a nationwide retrospective
cohort study in Japan. Heart Vessels. 2017.10; 32(10); 1271-1276

39. Sandeep Shakya, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. In-hospital complications after
implantation of cardiac implantable electronic devices: Analysis of a national inpatient database in Japan.
J Cardiol. 2017.11; 70(5); 405-410

40. Masaya Sato, Ryosuke Tateishi, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Hiromasa Horiguchi, Kiyohide Fushimi,
Kazuhiko Koike. Mortality and hemorrhagic complications associated with radiofrequency ablation for
treatment of hepatocellular carcinoma in patients on hemodialysis for end-stage renal disease: A nation-
wide survey. J. Gastroenterol. Hepatol.. 2017.11; 32(11); 1873-1878

41. Yusuke Okubo, Nobuaki Michihata, Koichi Yoshida, Naho Morisaki, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi,
Hideo Yasunaga. Impact of pediatric obesity on acute asthma exacerbation in Japan. Pediatr Allergy
Immunol. 2017.12; 28(8); 763-767

[総説]

1. 伏見清秀. DPCを用いた医療評価 病院. 2017.02; 76(2); 105-108

2. 伏見清秀. 平成 28年度 DPC改定を検証する 病院経営MASTER. 2017.02; 5(5);

3. 伏見清秀. DPC 制度と地域医療構想から見るこれからの日本の医療のあり方 共済医報. 2017.05; 66(2);
107-113

4. 伏見清秀. DPCと脳卒中医療 日本医師会雑誌. 2017.06; 146(1); S329-S330

[講演 · 口頭発表等]

1. 森脇睦子，伏見清秀，長谷川友紀，後信，小松康宏，尾林聡，鳥羽三佳代，堀口裕正，安樂真樹. DPCデー
タによる医療安全指標の検討と我が国の実態. 第 19回医療マネジメント学会学術集会 2017.07.07 宮城

2. 鳥羽三佳代, 森脇睦子, 尾林聡, 伏見清秀. 術後感染予防抗菌薬適正使用化 PDCA活動-DPCデータを用いた
可視化とアウトカム評価-. 第 19回医療マネジメント学会学術集会 2017.07.07 宮城

3. 鳥羽三佳代, 森脇睦子, 大島乃里子, 若菜公雄, 宮坂尚幸, 伏見清秀. DPCデータを用いた子宮摘出術の入院
死亡と術後合併症のリスク因子の検討. 第 29回婦人科腫瘍学会 2017.07.27 熊本

4. 森脇睦子，梯正之，伏見清秀. 病院機能と地域医療提供体制が及ぼす大病院外来の軽症患者受診減少に関す
る検討. 第 55回日本医療 · 病院管理学会学術総会 2017.09.17 東京

5. 鳥羽三佳代, 森脇睦子, 尾林聡, 伏見清秀. 一般病棟における転倒転落事例発生と重症度、医療 · 看護必要度
との関連についての検討. 第 55回日本医療 · 病院管理学会学術総会 2017.09.17 東京

6. 森脇睦子, 山名隼人, 今井志乃ぶ, 堀口裕正, 梯正之, 伏見清秀. 大病院を時間外受診する軽症患者の識別と推
計. 日本臨床疫学会第 1回年次学術大会 2017.09.30 東京

7. Shinjo, D., Sato, D., Wada, H., Ishikawa, K.B., Fushimi, K.. Prediction model of 30-day unplanned
readmission in patients with acute myocardial infarction in Japan. 33rd PCSI (Patient Classification
Systems International) Conference 2017.10.09 Sydney, Australia

8. 森脇睦子, 山名隼人, 今井志乃ぶ, 堀口裕正,梯正之, 伏見清秀. 大病院を時間外受診する軽症患者の識別と推
計. 第 76回日本公衆衛生学会総会 2017.10.31 鹿児島

9. 森脇睦子，鳥羽三佳代，尾林聡，伏見清秀. 75歳以上退院患者の 入院中の予期せぬ骨折発症率に関するリ
スク分析. 第 12回医療の質 · 安全学会学術集会 2017.11.25 千葉

10. 鳥羽三佳代，森脇睦子，増田孝広，森下幸治，田中よし子，小野和代，田中直文，尾林聡，伏見清秀. 一般
病棟における「重症度、医療、看護必要度』と転倒転落の関連についての検討. 第 12回医療の質 · 安全学会
学術集会 2017.11.25 千葉





— 259 —

環境社会医歯学講座

先進倫理医科学
Life Sciences and Bioethics

吉田　雅幸
江花　有亮
甲畑　宏子
大坂　瑞子
神田英一郎

( 1 ) 分野概要

研究倫理に関する教育を展開する支援体制作りを通して医学研究の進展に貢献するべく欧米などとの比較検討を
行い、同時に国内の倫理審査委員会のサポートを行っている。研究の科学性と倫理性を担保するため、全学の医
療者、研究者を対象とした研究倫理講習会の実施や学内における研究倫理における啓蒙活動を続けている。さら
に臨床機能としての遺伝子診療科における遺伝子検査技術の進展や検査受診前後の十分なカウンセリングの提供
体制を確立している。遺伝子診療科では臨床遺伝専門医研修施設として新たな遺伝専門医の育成と認定遺伝カウ
ンセラーなどの医療職の研修を行っている。

( 2 ) 研究活動

遺伝子診療科の臨床業務に関連して、種々の遺伝性疾患の原因遺伝子解明に関する検査手法の開発、遺伝疾患の
個別性と共通性に注目し、職種 · 領域を超えたチーム医療を実践するためのツール開発としての種々の研究を展開
している。
また、実践的研究領域として生活習慣病とくに動脈硬化症や脂質異常症、遺伝性不整脈の病因解明 · 治療法の開発
に関わる基礎 · 臨床研究も行っている。

( 3 ) 教育活動

遺伝カウンセリングにおいては、実践を通して医療における倫理的側面を考察することで、医療者に関する教育
を展開することに意義がある。従って学部においては、実際の最先端医療における倫理的課題について、遺伝子
診療科における遺伝カウンセリング症例などを元に講義を担当している。
研究倫理に関しては、昨今の社会状況も鑑み、基礎教育の段階から研究倫理に関する教育を展開する必要性を重
視し、学部教育では卒業研究 · 論文などにおける研究倫理を、大学院教育では、研究者としての第一歩を踏み出す
大学院生を対象に、研究倫理について講義を行っている。

( 4 ) 臨床活動および学外活動

遺伝子診療科として、様々な遺伝性疾患の原因検索や疾患の診断 · 治療についての患者 · クライアントからの相
談に対応している。当科は臨床遺伝専門医の研修施設に指定され、現在も 10名の医師 · 歯科医師が研修を行って
いる。
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( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Nakazawa Harumasa, Chang Kyungho, Shinozaki Shohei, Yasukawa Takashi, Ishimaru Kazuhiro, Ya-
suhara Shingo, Yu Yong-Ming, Martyn J A Jeevendra, Tompkins Ronald G, Shimokado Kentaro, Kaneki
Masao. iNOS as a Driver of Inflammation and Apoptosis in Mouse Skeletal Muscle after Burn Injury:
Possible Involvement of Sirt1 S-Nitrosylation-Mediated Acetylation of p65 NF-kappaB and p53. PLoS
One. 2017; 12(1); e0170391

2. Islam Md Monirul, Sato Shinobu, Shinozaki Shingo, Takenaka Shigeori. Cyclic ferrocenylnaphthalene
diimide derivative as a new class of G-quadruplex DNA binding ligand. Bioorg Med Chem Lett. 2017.01;
27(2); 329-335

3. 江花 有亮. 心房細動における上大静脈の不整脈原性に臨床的および遺伝的因子が及ぼす影響 (Impact of
Clinical and Genetic Factors on Superior Vena Cava Arrhythmogenicity in Atrial Fibrillation) 日本循環
器学会学術集会抄録集. 2017.03; 81回; OJ-114

4. 古川 哲史, Liu Lian, Ebana Yusuke, Nitta Jun-ichi, Takahashi Yoshihida, Miyazaki Shinsuke, Komura
Masatoshi, Tanaka Toshihiro, Isobe Mitsuaki. 心房細動の遺伝的背景 (Genetic Background of Atrial Fib-
rillation) 日本循環器学会学術集会抄録集. 2017.03; 81回; TP2-1

5. Ebana Yusuke. 遺伝的情報に基づく精密医療 関連経路および共通ゲノム構造を検出するためのGWASと配
列データの複合解析 (Precision Medicine Based on Genetic Information Combined Analysis Using GWAS
and Array Data Detecting Associated Pathway and Shared Genomic Structure) 日本循環器学会学術集会
抄録集. 2017.03; 81回; SY14-3

6. Shintaro Akiyama, Toshimitsu Fujii, Katsuyoshi Matsuoka, Ebana Yusuke, Mariko Negi, Kento Take-
naka, Masakazu Nagahori, Kazuo Ohtsuka, Mitsuaki Isobe, Mamoru Watanabe. Endoscopic features and
genetic background of inflammatory bowel disease complicated with Takayasu arteritis. J. Gastroenterol.
Hepatol.. 2017.05; 32(5); 1011-1017

7. Miyachi Y, Tsuchiya K, Komiya C, Shiba K, Shimazu N, Yamaguchi S, Deushi M, Osaka M, Inoue K,
Sato Y, Matsumoto S, Kikuta J, Wake K, Yoshida M, Ishii M, Ogawa Y.. Roles for Cell-Cell Adhesion and
Contact in Obesity-Induced Hepatic Myeloid Cell Accumulation and Glucose Intolerance. Cell Reports.
2017.05; 18(11); 2766-2779

8. 甲畑 宏子, 由良 敬, 吉田 雅幸. 日本人大学生の遺伝性乳がんに関する意識調査　中間報告 日本遺伝カウン
セリング学会誌. 2017.05; 38(2); 72

9. Siew-Kee Low, Atsushi Takahashi, Yusuke Ebana, Kouichi Ozaki, Ingrid E Christophersen, Patrick T
Ellinor, , Soichi Ogishima, Masayuki Yamamoto, Mamoru Satoh, Makoto Sasaki, Taiki Yamaji, Mo-
toki Iwasaki, Shoichiro Tsugane, Keitaro Tanaka, Mariko Naito, Kenji Wakai, Hideo Tanaka, Tetsushi
Furukawa, Michiaki Kubo, Kaoru Ito, Yoichiro Kamatani, Toshihiro Tanaka. Identification of six new
genetic loci associated with atrial fibrillation in the Japanese population. Nat. Genet.. 2017.06; 49(6);
953-958

10. Ohigashi Hirokazu, Tamura Natsuko, Ebana Yusuke, Harigai Masayoshi, Maejima Yasuhiro, Ashikaga
Takashi, Isobe Mitsuaki. グルココルチコイド不応性の難治性高安動脈炎患者に対する免疫抑制剤および
生物学的製剤の効果 (Effects of immunosuppressive and biological agents on refractory Takayasu arteritis
patients unresponsive to glucocorticoid treatment) Journal of Cardiology. 2017.06; 69(5-6); 774-778

11. Hiroko Terui-Kohbata, Masayuki Yoshida. Current condition of genetic medicine for hereditary breast
cancer. Molecular and Clinical Oncology. 2017.07; 7(1); 98-102

12. 藤井 俊光, 秋山 慎太郎, 松岡 克善, 江花 有亮, 根木 真理子, 竹中 健人, 齊藤 詠子, 長堀 正和, 大塚 和朗, 磯
部 光章, 渡辺 守. 高安動脈炎に合併した炎症性腸疾患の遺伝的背景と腸炎の表現形 日本臨床免疫学会会誌.
2017.08; 40(4); 320

13. 甲畑 宏子 [ 照井 ] , 四元 淳子, 青木 美保, 大石 陽子, 内田 信之, 赤木 究, 吉田 雅幸. 遺伝性乳がん · 卵巣が
ん症候群における遺伝カウンセリング受診の障壁に関する多施設調査 医療と社会. 2017.09; 27(2); 261-275
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14. Yusuke Ebana, Kouichi Ozaki, Lian Liu, Hitoshi Hachiya, Kenzo Hirao, Mitsuaki Isobe, Michiaki Kubo,
Toshihiro Tanaka, Tetsushi Furukawa. Clinical utility and functional analysis of variants in atrial fibrillation-
associated locus 4q25. J Cardiol. 2017.10; 70(4); 366-373

15. Shinsuke Miyazaki, Yusuke Ebana, Lian Liu, Hiroaki Nakamura, Hitoshi Hachiya, Hiroshi Taniguchi,
Takamitsu Takagi, Takatsugu Kajiyama, Tomonori Watanabe, Miyako Igarashi, Shigeki Kusa, Takashi Ni-
ida, Yoshito Iesaka, Tetsushi Furukawa. Chromosome 4q25 variants and recurrence after second-generation
cryoballoon ablation in patients with paroxysmal atrial fibrillation. Int. J. Cardiol.. 2017.10; 244; 151-157

16. Ebana Yusuke, Ozaki Kouichi, Liu Lian, Hachiya Hitoshi, Hirao Kenzo, Isobe Mitsuaki, Kubo Michiaki,
Tanaka Toshihiro, Furukawa Tetsushi. 心房細動関連遺伝子座 4q25におけるバリアントの臨床的有用性と
機能解析 (Clinical utility and functional analysis of variants in atrial fibrillation-associated locus 4q25)
Journal of Cardiology. 2017.10; 70(3-4); 366-373

17. 甲畑 宏子 [ 照井 ] , 高橋 沙矢子, 吉田 雅幸. 遺伝カウンセリング記録の研究利用に関する実態調査 日本遺
伝カウンセリング学会誌. 2017.10; 38(3); 69-75

18. Yusuke Ebana, Junichi Nitta, Yoshihide Takahashi, Shinsuke Miyazaki, Masahito Suzuki, Lian Liu, Kenzo
Hirao, Eiichiro Kanda, Mitsuaki Isobe, Tetsushi Furukawa. Association of the Clinical and Genetic Factors
With Superior Vena Cava Arrhythmogenicity in Atrial Fibrillation. Circ. J.. 2017.12; 82(1); 71-77

19. Takahashi Sayako, Terui-Kohbata Hiroko, Ebana Yusuke, Yoshida Masayuki. Analysis of the Present
Recognition Toward a Central IRB (cIRB) System in Japanese Medical Schools JOURNAL OF EMPIR-
ICAL RESEARCH ON HUMAN RESEARCH ETHICS. 2017.12; 12(5); 394-395

20. Ebana Yusuke, Nitta Junichi, Takahashi Yoshihide, Miyazaki Shinsuke, Suzuki Masahito, Liu Lian, Hirao
Kenzo, Kanda Eiichiro, Isobe Mitsuaki, Furukawa Tetsushi. 心房細動における上大静脈催不整脈性と臨
床的 · 遺伝的因子との関連 (Association of the Clinical and Genetic Factors With Superior Vena Cava
Arrhythmogenicity in Atrial Fibrillation) Circulation Journal. 2017.12; 82(1); 71-77

21. 高橋沙綾子, 甲畑宏子, 江花有亮, 小笹由香, 高木正稔, 工藤篤, 吉田雅幸. Von Hippel-Lindau病家系の遺伝
カウンセリングを通して明らかになった診療科連携の重要性 第 23回日本遺伝子診療学会プログラム抄録集.
89

[総説]

1. 江花有亮. 臨床研究に求められる倫理 —公正な研究に向けてー 内分泌 · 糖尿病 · 代謝内科. 2017.08; 45(2);
86-90

2. 谷　真理子. 脂質の過剰摂取が血管炎症に及ぼす影響 日本未病システム学会誌. 2017.08; 23(2); 86-90

[講演 · 口頭発表等]

1. Yusuke Ebana. Combined Analysis Using GWAS and Array Data Detecting Associated Pathway and
Shared Genomic Structure. 第 81回日本循環器学会学術集会 2017.03.17

2. Mizuko Osaka, Masayuki Yoshida.. Neutrophil-depletion prevents development of atherosclerosis in LDLR
null mice. 第 81回日本循環器学会学術集会 2017.03.17 金沢

3. 谷　真理子、大坂　瑞子、靏　裕美、鎌田　悠子、出牛　三千代、吉田　雅幸. 7-ketocholesterolは p38MAPK
経路を介して白血球の血管内皮への接着を亢進する. 第 40回日本バイオレオロジー学会年会 2017.05.27

4. 大坂　瑞子、出牛　三千代、鶴　裕美、吉田　雅幸. 動脈硬化巣形成における好中球の重要性. 第 3回 J-ISCP
学術集会 2017.06.17 東京

5. 谷 真理子、大坂 瑞子、神田 英一郎、才田 恵美、樅山 幸彦、吉田 雅幸. 高齢冠動脈疾患患者における血中
C5a濃度測定の有用性. 第 3回 J-ISCP学術集会 2017.06.17

6. 甲畑（照井）宏子, 由良敬, 吉田雅幸. 日本人大学生の遺伝性乳がんに関する意識調査―中間報告—. 第 41回
日本遺伝カウンセリング学会学術集会 2017.06.23

7. 大坂　瑞子、出牛　三千代、鶴　裕美、吉田　雅幸. アテローム性動脈硬化症の進展における好中球の重要
性. 第４９回日本動脈硬化学会総会 · 学術集会 2017.07.06 広島
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8. 谷 真理子、大坂 瑞子、神田 英一郎、才田 恵美、樅山 幸彦、吉田 雅幸. 高齢の冠動脈疾患例における血中
C5a濃度測定の有用性. 第 49回日本動脈硬化学会総会 · 学術集会 2017.07.06

9. 大坂　瑞子、出牛　三千代、吉田　雅幸. 高脂肪食誘発性の動脈硬化巣形成には好中球細胞外トラップ形成
が関与する. 第 25回日本血管生物医学会学術集会（心血管代謝週間 2017） 2017.12.08 大阪

[Works]

1. CoDP, データベース, 2013年 04月 - 現在

[受賞]

1. 第 8回ロート女性健康科学研究賞, ロート製薬株式会社, 2017年 05月

[その他業績]

1. 心房細動に関わる新しい遺伝子マーカ―を同定—心房細動の遺伝的人種差と発症メカニズムの解明に貢献—,
2017年 04月
Nature Genetics

2. AMED研究公正高度化モデル開発支援事業キックオフ · シンポジウム「臨床研究の質の担保に必要な倫理
教育ー臨床研究法案成立ー」, 2017年 06月
成立した臨床研究法案を踏まえ、臨床研究の質の担保に必要な倫理教育というテーマで開催。倫理審査委員
会をサポートするプロフェッショナルの育成について、米国の取り組みなどを紹介。

3. 第 3回 J-ISCP学術集会, 2017年 07月
第三回 J-ISCP学術集会の学会事務局運営を行った。具体的にはプログラム作成、招待講演者の決定、その
ほかの事前準備全般と、当日運営の指揮を行った。

4. 「日本人に多い上大静脈起源の心房細動の遺伝的リスク因子を世界で初めて同定」, 2017年 08月
Circulation Journal

5. 文部科学省科学研究費補助金、若手研究（Ｂ）
新たなタンパク質修復機構 S-ニトロソ化による糖脂質代謝異常 · 慢性炎症連関の解明（平成 28年 ∼平成
29年）

6. 武田科学振興財団、医学系研究奨励継続助成
メタボリックシンドローム病態形成と慢性炎症を結ぶミッシングリンクの解明（平成 28年 ∼平成 30年）

7. 文部科学省科学研究費補助金、挑戦的萌芽研究
新たな細胞保護機構脱ニトロソ化に基づく敗血症心筋障害制御機構の解明と治療薬の探索
分担研究者（代表：谷岡利裕 [ 昭和大学薬学部 ] ）（平成 28年 ∼平成 29年）

[社会貢献活動]

1. がんレクチャー『がんと遺伝』, 臨床腫瘍センター, 東京医科歯科大学医学部附属病院, 2017年 01月 10日
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法歯学
Forensic Dentistry

教　　授　櫻田　宏一
特任助教　宇都野　創
特任助教　石井　名実子
大学院生　峰岸　沙希

( 1 ) 分野概要

　法歯学（歯科法医学）は、犯罪に関連するご遺体や生体試料からの個人識別はもとより、近年多発する大事故や
大災害での歯科所見による身元確認という、社会的に重要な任務を担っている。特に、平成 24年 6月に死因究明
二法といわれる法律が成立して以降、個人識別に関する研究、鑑定および教育の推進がさらに求められるように
なった。当教室では、最新の分子生物学的手法や画像解析技術を用いた、歯や骨などの硬組織、軟組織や体液、あ
るいは顔画像からの個人識別を主な業務としている。

( 2 ) 研究活動

1. 個人識別に関する研究
●　歯科所見を用いた身元確認に関する研究
●　歯 · 骨等の硬組織、軟組織および体液等を用いた研究
●　復顔 · 顔画像解析に関する研究
2. 虐待とネグレクト
3. 歯科医療事故と医療訴訟
4. 歯科医療制度問題
5. 法中毒

( 3 ) 教育活動

　学部学生に対しては、死因究明制度と歯科医師との関連を理解させ、その上で、歯科所見を用いた身元確認が
歯科医師として社会から求められている大きな役割の一つであることを理解させる。また、学生の多くは、やが
て地域で警察行政に携わる機会を持つことが想定され、死者の人権、そして公衆衛生の向上に寄与するためにも、
その基礎となる死体現象や死因の特定など、法医学を理解させる。大学院生に対しては、歯科法医学の研究領域
を理解させ、自ら研究課題を立案し、研究を進められる能力を養う。また法医解剖を通した実践的な個人識別法
を学び、その重要性を理解させる。

( 4 ) 教育方針

実務と研究の両輪を実践できる環境の中でこそ、学生にとってより効果的な教育が達成できるものと考えている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

法医解剖における身元不明死体の個人識別や関連する鑑定実務。事故や災害時での身元確認作業。各種自治体等
が行う防災訓練や身元確認研修への参加。
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( 6 ) 研究業績

[原著]

1. Tomoko Akutsu, Hisako Saito, Hirotaro Iwase, Ken Watanabe, Ayari Takamura, Koichi Sakurada, Sachio
Miyasaka. The applicability of ELISA detection of gastric mucosa-expressing proteins for the identification
of vomit. Int. J. Legal Med.. 2017.03; 131(2); 359-364

2. Suguru Torimitsu, Yohsuke Makino, Hisako Saitoh, Ayaka Sakuma, Namiko Ishii, Daisuke Yajima, Go
Inokuchi, Ayumi Motomura, Fumiko Chiba, Rutsuko Yamaguchi, Mari Hashimoto, Yumi Hoshioka, Hiro-
taro Iwase. Stature estimation in a contemporary Japanese population based on clavicular measurements
using multidetector computed tomography. Forensic Sci. Int.. 2017.06; 275; 316.e1-316.e6

3. Ken Watanabe, Tomoko Akutsu, Ayari Takamura, Koichi Sakurada. Practical evaluation of an RNA-based
saliva identification method. Sci. Justice. 2017.11; 57(6); 404-408

[書籍等出版物]

1. 櫻田　宏一. 歯は雄弁に語る ～歯と骨からの年齢推定～. デンタルダイヤモンド社, 2017.01

2. 櫻田　宏一. 歯は雄弁に語る ～ラセミ化と放射性同位体を用いた年齢推定～. デンタルダイヤモンド社,
2017.02

3. 櫻田　宏一. 歯は雄弁に語る ～歯と骨からの性別推定～. デンタルダイヤモンド社, 2017.03

4. 櫻田　宏一. 歯は雄弁に語る ～歯痕と虐待～. デンタルダイヤモンド社, 2017.04

5. 櫻田　宏一. 歯は雄弁に語る ～歯からの血液型と DNA型～. デンタルダイヤモンド社, 2017.05

6. 櫻田　宏一. サリン中毒に効果的な解毒剤の候補化合物を合成. 化学, 2017.06

7. 櫻田　宏一. 歯は雄弁に語る ～ 1本の歯が持つ力と法歯学の未来～. デンタルダイヤモンド社, 2017.06

8. 高橋　雅典、都築　民幸、山田　良広、櫻田　宏一、他. 法歯科医学. 2017.11 (ISBN : 978-4-8160-1333-1)

[総説]

1. 櫻田　宏一. 唾液からの個人識別 東京都歯科医師会雑誌. 2017.07; 65(7); 3-10

2. 櫻田　宏一. 生体試料に関わる物体検査の現在 ～唾液証明を中心に～ 犯罪学雑誌. 2017.12; 83(6); 150-157

[講演 · 口頭発表等]

1. 櫻田　宏一. 法医歯学領域の使命とは～個人識別～. 平成 28年度第 6回記者懇談会 2017.02.16 東京医科歯
科大学

2. 櫻田　宏一. 法歯学の使命とは. 第 2回京都法歯学セミナー 2017.03.04 京都府立医科大学

3. 大谷　進，井口　蘭，猩々　英紀，安達　登，峰岸　沙希，櫻田　宏一，則竹　香菜子，船越　丈司，上村
　公一．. 硬組織における D-アスパラギン酸の比較. 第 101次日本法医学会学術全国集会 2017.06.08 岐阜
市　長良川国際会議場

4. 宇都野　創，石井　名実子，峰岸　沙希，櫻田　宏一．. 日本人男性頭蓋骨からの鼻下点推定に関する研究.
第 101次日本法医学会学術全国集会 2017.06.08 岐阜市　長良川国際会議場

5. 峰岸　沙希，石井　名実子，宇都野　創，則竹　香菜子，船越　丈司，上村　公一，咲間　彩香，斉藤　久
子，大谷　進，櫻田　宏一．. 歯を用いたアミノ酸ラセミ化による年齢推定法のための標準試料作製に関す
る基礎的研究. 第 101次日本法医学会学術全国集会 2017.06.09 岐阜市　長良川国際会議場

6. Hajime Utsuo, Toru Kageyama, Keiichi Uchida, Kazuhiko Kibayashi, Koichi Sakurada . Establishment of
prediction Method for Mid-Facial Region of Unknown Human Mongoloid Skeletal Remains . 17th Meeting
of the International Association for Craniofacial Identification 2017.07.17 Australia

7. 櫻田　宏一. 犯罪捜査～身元を明らかにすることの意義～. 東京医科歯科大学オープンキャンパス 2017.07.28
東京医科歯科大学
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8. 斉藤　久子，咲間　彩香，石井　名実子，宇都野　創，峰岸　沙希，矢島　大介，猪口　剛，本村　あゆみ，
槇野　陽介，千葉　文子，鳥光　優，櫻田　宏一，岩瀬　博太郎. 死後 CT再構成画像が口腔内所見採取に
おいて有用であった 3例. 第 86回日本法医学会学術関東地方集会 2017.10.28 杏林大学

9. 阿久津　智子，渡邊　賢，髙村　彩里，櫻田　宏一. リアルタイム RT-PCR法による法科学的試料の汗垢証
明mRNAマーカーの評価. 第 86回日本法医学会学術関東地方集会 2017.10.28 杏林大学

10. 斉藤　久子，咲間　彩香，石井　名実子，宇都野　創，峰岸　沙希，矢島　大介，猪口　剛，本村　あゆみ，
井之上弘幸，永澤　明佳，槇野　陽介，千葉　文子，櫻田　宏一，岩瀬　博太郎．. 歯科所見採取における
CT再構成画像の有用性．. 日本法歯科医学会第 11回学術大会 2017.11.18 明海大学

11. 石井　名実子，斉藤　久子，宇都野　創，峰岸　沙希，櫻田　宏一．. 象牙質のアスパラギン酸におけるラ
セミ化反応を用いた年齢推定法の改良～アミノ酸の抽出法の検討～．. 日本法歯科医学会第 11回学術大会
2017.11.18 明海大学

12. 市岡　宏顕，櫻田　宏一，斉藤　久子，大谷　真紀，熊谷　渉，池谷　博．. 歯科臨床医を対象としたデン
タルチャート作成実習の教育効果. 日本法歯科医学会第 11回学術大会 2017.11.18 明海大学

13. 鳥光優，槇野陽介，斉藤久子，咲間彩香，石井名実子，矢島大介，猪口剛，本村あゆみ，千葉文子，山口る
つ子，星岡佑美，岩瀬博太郎. 3DCT画像上の骨盤の計測値を用いた性別判定. 日本法歯科医学会第 11回学
術大会 2017.11.18 千葉県浦安市明海１丁目　明海大学浦安キャンパス

14. 櫻田　宏一. 最先端口腔科学研究推進プロジェクト　シンポジウム　「社会 · 教育」. 第 82回口腔病学会学
術大会 2017.11.19 東京医科歯科大学

[社会貢献活動]

1. 歯科所見による身元確認検査等（分野 79件), 2017, 東京医科歯科大学，東京大学，千葉大学, 2017年 01月
01日 - 2017年 12月 31日

2. 平成 28年度身元確認に関する歯科医師研修会（第 2回、東京都）（櫻田宏一）, 東京都歯科医師会, 東京都歯
科医師会, 2017年 02月 09日

3. 八南歯科医師会講演会（櫻田宏一）, 八南歯科医師会, 八王子市　八南歯科医師会, 2017年 11月 13日

4. 第 2回千葉県検案 · 身元確認訓練（石井名実子、宇都野創、櫻田宏一）, 千葉大学法医学教育センター，千
葉県歯科医師会, 千葉大学医学部ゐのはな同窓会館, 2017年 11月 26日

5. 平成 29年度身元確認に関する歯科医師研修会（第 1回，東京都）（櫻田宏一）, 東京都歯科医師会, 日本歯科
医師会館, 2017年 11月 28日
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医療経済学
Health Care Economics

川渕　孝一
五十嵐　公

( 1 ) 分野概要

医療の役割は苦痛の除去のみならず、豊かな食生活、良好な人間関係といった生活の質に深く及んでいる。文字
通り「生活を支える医療」のあり方について改めて考えるとき、これまでの議論があまりにも政治力学や医療関
係者の利害といった動機から出たものが多すぎた。その結果として、肝心の国民の実態、医療が社会に還元した
医学の成果という最も基本的な視点が確立されていない。
　特に歯科分野では人間らしい生活を営むうえで、歯科医療が非常に重要な役割を果たしているが、それを裏付
ける確かなデータはまだ提示されていない。
　そこで本分野では、歯学に医学、看護、介護、薬学などを加えて医療経済学の視点から忘れがちだった医療の成
果を学際的に再確認しながら、わが国の医療制度のあるべき姿を、国民の視点から探る。

( 2 ) 研究活動

医療界で起こっている現象をマクロ · ミクロ経済の視点から分析する。
より具体的には、次の 3点を研究目標とする。
①医学、歯学、看護、介護、薬学などを経済的視点から横断的に研究
②効率的な医療 · 介護 · 福祉のあり方についての政策提言
③歯科、医科、経済、経営、会計など各種の専門性の融合と相互発展

( 3 ) 教育活動

　医療界で起こっている現象を経済学の視点から研究する方法を理解する。特に本分野は社会人大学院生や留学
生が多いことから、経済学を中心とする社会科学研究（特に実証研究）の考え方、進め方、論文の書き方を中心に
学習する。
　より具体的には、週に 1回の大学院講義（18∼20時）および年に 1回の修士課程の講義で医療経済学について
概説。新たな取り組みとしては、大学院教育を活性化すべく、一方向の座学的な授業を改め、本分野の非常勤講
師の協力を得て、双方向の問題解決型授業を試みている。特に力を入れているのは医療界で起こっている現象や
出来事を経済学の視点から、いかに定量分析するか、理論的アプローチと実証的アプローチについて学習するこ
とである。
　他方、学部教育では、歯科分野における医療経済の枠組みを一定の講義を通じて概説する。具体的には、①歯
科保健医療の経済分析、②歯科医療費、③診療報酬、④歯科医療の質と評価について学習する。

( 4 ) 教育方針

　近年、医療 · 介護を取り巻く外部環境の変化を受けて、わが国の医療の第一線を担う地域の中核病院や医療 · 介
護 · 福祉施設は、一定の科学的なマネジメントに精通した人材を求めている。一方、医療行政やシンクタンクにお
いても、内外問わず、定量的分析に長けた人材の輩出を希求する声が強い。
　そこで本分野では、即、医療 · 介護 · 福祉界で役に立つ人材の養成、さらには政策提言能力を有する「アカデ
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ミック · ドクター」の輩出を目指す。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　本分野は基礎系分野に所属しているが、多忙を極める歯科総合診療外来の依頼を受けて、週 3日五十嵐助教が
診療に従事している。
　また、本研究活動で得た知見は一定の学術論文や報告書にまとめる他、医師 · 歯科医師会等主催の講演やシンポ
ジウム、さらには市民公開講座等で広く紹介している。実際、医療制度改革に関するコメントは、NHK· 民放テ
レビ · ラジオや新聞等の複数のメディアにも放映、掲載されている。

( 6 ) 研究業績

[書籍等出版物]

1. 多田宏，青木正人，川渕孝一. 介護経営白書「新しい介護文化とイノベーション」. 日本医療企画, 2017.07

2. 川渕孝一, 梶谷恵子. フォーミュラリ―∼エビデンスと経済性に基づいた薬剤選択. 薬事日報社, 2017.09

[総説]

1. 川渕　孝一. かぜの医療経済 JOHNS. 2017.01; 25-27

2. 川渕　孝一, 梶谷恵子. スイッチ OTC化の薬剤経済学 Pharm Stage. 2017.06; 17(3); 39-43

3. Koichi kawabuchi. Impact of fiscal Year 2016 Medical Fee Revision on Medical Institution Management
Japan Hospitals. 2017.07; (36); 29-37

[講演 · 口頭発表等]

1. 川渕孝一. 『医療行政の“風”を読む』. 薬剤師スキルアップセミナー 2017.01.18

2. 川渕　孝一. 千葉県における地域医療構想と地域包括ケアについて ∼自治体病院はどう生き残るか. 全国自
治体病院協議会千葉県支部総会 2017.02.02

3. 川渕孝一. 『保険診療と薬剤費』 ∼医薬分業、ジェネリック、超高額医薬品を中心に∼. 保険診療と審査を
考える香川フォーラム 2017.02.11

4. 川渕孝一. 医療経済学から見た地域包括ケアシステム. 多摩ブロック会長 · 副会長連絡協議会 2017.02.17

5. 川渕孝一. 地域医療構想を踏まえた今後の急性期病床の方向性. 国立病院機構近畿 ·事務部長協議会 2017.06.02

6. 川渕孝一. 超高齢社会を向かえたわが国における 医療経済の動向. 厚木市医師会講演会 2017.06.03

7. 川渕孝一. 厚生行政の“風”を読む ∼地域包括ケアの成功の鍵を考える. 加古川中央市民病院地域連携会議
学術講演会 2017.06.08

8. 川渕孝一. 徒労の 34 年 ∼ 果たして医療経営は進化したのか. （公）医療 · 病院管理研究協会特別講演
2017.06.09

9. 川渕孝一. 診療 · 介護報酬同時改定が医療経営に与える影響. 医療経営実践協会北海道支部 2周年記念フォー
ラム 2017.06.10

10. 川渕孝一. 惑星直列!? ∼診療 · 介護報酬同時改定に病院はどう対応するか. 日本看護職副院長連絡協議会
2017.06.23

11. 川渕孝一. 医療経済学から見た 循環器領域. 日本循環器学会北陸地方会教育講演 2017.06.25

12. 川渕孝一. 大学病院の現状と課題. 全国重粒子線治療施設協議会設立記念シンポジウム 2017.07.06

13. 川渕孝一. CKD論文の読み方 ∼何故、多変量解析か. 第 5回透析導入期研究会 2017.07.27

14. 川渕孝一. 医療福祉と経済論. （独）地域医療機構推進機構認定看護管理教育課程サードレベル 2017.08.23
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15. G.M. Rabiul Islam, Koichi Kawabuchi. The economic and sociodemographic factors associated with infant
and young child feeding practices in Bangladesh. 医療経済学会第 12回研究大会 2017.09.02

16. 川渕　孝一. 精神科医療の“これから”を考える. 日本精神科医学会学術教育研修会 2017.09.14

17. 川渕孝一. 医療福祉と経済論. 一般社団法人上尾中央医科グループ協議会 2017.09.16

18. 川渕　孝一. 働き方改革の未来 ∼医療についてはどのようか. 第 55回日本医療 · 病院管理学会学術総会
2017.09.18

19. 川渕孝一. 医療経済学. 京都私立病院協会 2017.09.30

20. 川渕孝一. 医療分野の経済学的 · 経営学的研究. 国公立大学病院診療放射線技術者研修 2017.10.06

21. 川渕孝一. 大丈夫か!?高岡の少子 · 高齢化 医療経済学の考えるイノベーション. たかしん講演会 2017.10.11

22. 川渕孝一. 平成３０年度同時改定後病院経営 ∼増益モデル. 全日病 ·日本医療法人協会香川県支部 2017.10.14

23. 川渕孝一.「21世紀の医療」∼医療 · 介護事業の組織改革と人材育成. 東海青年医会第 27回ＰＤ 2017.10.28

24. 川渕　孝一. 厚生行政の“風”を読む ∼中小民間病院の延命等を考える. 第 35回大分県病院学会 2017.11.19

25. 川渕孝一. 精神科医療の“これから”を考える. 熊本県精神科協会事務長会 2017.11.24

26. 川渕孝一. 平成３０年度同時改訂後の病院経営 ∼「増益モデル」を目指して∼. 平成 29年（一）兵庫県民間
病院協会年末特別講演会 2017.12.07

[その他業績]

1. 妥協の産物!?オバマケア, 2017年 01月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 1月号

2. 川渕孝一：生産性の向上をもたらす「真」の医療技術, 2017年 01月
新医療,2017.44(1),24-27

3. 川渕孝一：今、何故。創造的破壊か？ , 2017年 01月
週刊日本医事新報,2017年 1月

4. 川渕孝一：医療 · 社会保障を射る“三本の矢”, 2017年 01月
月刊保険診療,Vol.72 No.1,6-19

5. オバマケアは撤廃？ , 2017年 02月
週刊社会保障,Vol.71 No.2913,P.32-33

6. 廃止されるか!?オバマケア, 2017年 02月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 2月号

7. 川渕孝一：元気の時間, 2017年 02月
TBSテレビ,2017年 2月 26日

8. オバマケアは歯科に貢献したのか？ , 2017年 03月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 3月号

9. 川渕孝一：少子高齢化社会の医療のあり方, 2017年 03月
公研,2017年 3月,38-53

10. 川渕孝一：人工知能と医療改革, 2017年 03月
メディカル · フロンティア,2017年 3月,22-38

11. 川渕孝一：医療提携と目指すべき地域医療を考える, 2017年 03月
Towa Communication,2017年 3月,1-7

12. 川渕孝一：そこまで言って委員会, 2017年 03月
読売テレビ,2017年.3月 26日

13. 歯科衛生士と歯科医師は対等!?, 2017年 04月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 4月号
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14. 撤廃されるかオバマケア, 2017年 04月
mfm,45,P.6-9

15. 川渕孝一：経済から見た医療 · 介護の未来予想, 2017年 04月
日本慢性期医療協会誌,2017年 4月,40-47

16. 玉石混淆 ∼何が本当か？ , 2017年 05月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 5月号

17. “お互い様”のサウジと日本, 2017年 05月
週刊社会保障,Vol.71 No.2923,P.28-29

18. 求められる「統計のプロ」, 2017年 06月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 6月号

19. 川渕孝一：日本の救急医療の現状と課題, 2017年 06月
メディカル · フロンティア,2017年 6月,24-40

20. グローバルヘルス ∼求められる“人財育成”, 2017年 07月
mfm,46,P.6-11

21. 獣医は足りないのか？ , 2017年 07月
週刊社会保障,Vol.71 No.2933,P.28-29

22. 歯科同窓会の出番か!?, 2017年 07月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 7月号

23. 川渕孝一：成長戦略における医療分野の規制改革, 2017年 08月
メディカル · フロンティア,2017年 8月,26-44

24. 川渕孝一：獣医も余っている!?, 2017年 08月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 8月号

25. 川渕孝一：タンザニアの歯科医は今いずこに？ , 2017年 09月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 9月号

26. 川渕孝一：中日友好病院は SARSをこう乗り切った!?, 2017年 09月
mfm,47,P.7-10

27. 川渕孝一：存続するか「かかりつけ歯科医」, 2017年 10月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 10月号

28. 川渕孝一：もう一つの移転問題, 2017年 10月
週刊社会保障,Vol.71 No.2944,P.28-29

29. 川渕孝一：摘要欄が選択制に!?, 2017年 11月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 11月号

30. 川渕孝一：適正化されるのか「歯科疾患管理料」, 2017年 12月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 12月号

31. 川渕孝一：中日友好病院は SARSをこう乗り切った!?∼その 2, 2017年 12月
mfm,48,P.6-9

32. 川渕孝一：塀の中の医療費適正化, 2017年 12月
週刊社会保障,Vol.71 No.2954,P.30-31

33. 川渕孝一：新専門員制度成功のポイント, 2017年 12月
メディカル · フロンティア,2017年 12月,222-38
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[社会貢献活動]

1. 日本クリニカルパス学会理事, 2016年 01月 01日 - 2017年 03月 31日

2. 日本クリニカルパス学会財務委員会, 2016年 01月 01日 - 2017年 03月 31日

3. 口腔病学会理事 · 評議員, 2016年 01月 01日 - 2017年 03月 31日

4. 内閣府経済社会総合研究所客員研究員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

5. 一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

6. 特定非営利活動法人医療施設近代化センター理事, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

7. 一般社団法人日本医療 · 病院管理学会理事 · 評議員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

8. 一般社団法人日本医療 · 病院管理学会編集委員会, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

9. 日本クリニカルパス学会評議員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

10. 財団法人日本医療機能評価機構評価調査者, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

11. 社会法人全国訪問看護事業協会理事, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

12. 社会法人全国訪問看護事業協会研究委員会委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

13. 愛知県立病院経営改善委員会委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

14. 大和市総合計画審議会委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

15. 大和市立病院運営審議会委員会委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

16. 高岡市民病院経営懇話会委員 · 委員長, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

17. かみいち総合病院病院改革プラン検討委員会委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

18. 全日本病院協会参与, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

19. 神戸大学大学院医学研究科客員教授, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

20. 順天堂大学大学院研究科医学部客員教授, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

21. 東京医科大学看護学科学務課招聘教授, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

22. 東京経済大学大学院非常勤講師, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

23. 大阪市立大学大学院経営学研究科非常勤講師, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

24. 瀋陽医学院名誉教授, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

25. 日中友好病院客員教授, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

26. 国診協老人保健福祉調査研究会委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

27. 内閣府規制改革推進会議医療 · 介護ワーキング · グループ専門委員, 2017年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

28. 検体測定室連携協議会委員, 2017年 01月 01日 - 2018年 03月 31日

29. リプレット基金事業財団理事長, 贈呈式等, 2017年 01月 01日 - 2018年 03月 31日
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歯学教育開発学
Dental Education Development

教　　授 森尾郁子
助　　教 關奈央子
大学院生 松川千夏
大学院生 滝永哲
大学院生 NGUYEN THI THANH TAM
大学院生 内藤美生
大学院生 大里愛

( 1 ) 研究活動

１．医療専門職業人教育のためのカリキュラム研究
２．歯科医学教育の国際比較
３．医療専門職業人教育における教育手法の研究 · 開発
４．医療専門職業人教育における英語教育に関する研究 · 開発

( 2 ) 教育活動

【学部教育】
〔モジュールコーディネーターとして関わっている授業〕
学年混合選択セミナー（D3～ D5）
医歯学融合教育「グローバル · コミュニケーション」
〔その他、担当している授業〕
· 学年混合選択セミナー（D3～D5）：「英語で日本を紹介する (1) (2)」、「診療室 · 国際学会の英語（初級）（中級）」、
「Making a presentation in English(1) (2)」
·海外留学派遣前教育 (海外派遣英語準備コース) BRIDgE (Be Ready for International Dental Externships) course
· 「科学英語Ⅰ」（口腔保健学科口腔保健衛生学専攻２年生）
· 「科学英語Ⅰ」（口腔保健学科口腔保健衛生学専攻３年時編入生）
· HsLP（ファシリテーター）

【博士課程】
· 2016年度歯学教育開発学特論 · 演習（2017年 1-2月）

( 3 ) 臨床活動および学外活動

[ その他 ]
【国際セミナー · 学内セミナー · 学会等開催 · 補助】
【セミナー開催】
1. Essential Expertise for Clinical Dentistry 2 (東南アジアにおける歯学教育研究拠点世界展開事業）運営（東京
医科歯科大学）1月 19日, 2月 9日, 3月 7日, 3月 27日.
2. Essential Expertise for Clinical Dentistry 3 (東南アジアにおける歯学教育研究拠点世界展開事業）運営（東京
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医科歯科大学）8月 22-25, 29, 30日.
3. International Faculty Development Course 2017（国際 FDコース）Essential Expertise for Clinical Dentistry
for Dental Professionals (東南アジアにおける歯学教育研究拠点世界展開事業）運営（東京医科歯科大学）11月
14-17日．

【国際交流：海外からの研究者／歯科学生の短期研修／見学受入れ 補助】
International Dental Program 2017(交流組織：チュラロンコーン大学, シーナカリンウィロット大学, インドネシ
ア大学, ホーチミン医科薬科大学) 11月 13-20日.

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Kano Y, Nakajima M, Aida A, Seki N, Foxton RM, Tagami J. Influence of enamel prism orientations on
color shifting at the border of resin composite restorations. Dent Mater J. 2017.12; doi: 10.4012/dmj.2017-
094.

[総説]

1. Moross J, Seki N, Morio I. English education for healthcare professionals in Japan. Japanese Dental
Science Review. 2017.03; 53(4); 111-116

[講演 · 口頭発表等]

1. 内藤美生，品田佳世子，国柄后子，大西友子，山本良子，關奈央子，森尾郁子，谷山佳津子. 新聞印刷工場
における口腔保健介入調査. 第 90回日本産業衛生学会 2017.05.13 東京

2. 水谷幸嗣，則武加奈子，鶴田潤，關奈央子，近藤圭子，片桐さやか，竹内康雄，秋月達也，塩山秀裕，荒川
真一，荒木孝二，和泉雄一. 多職種が連携する診療参加型臨床実習の新規導入による臨床的効果および教育
的効果. 第 60回春季日本歯周病学会学術大会 2017.05.13 福岡

3. 則武加奈子, 鶴田潤, 水谷幸嗣, 近藤圭子, 關奈央子, 小原由紀, 安田昌代, 大塚紘未, 荒川真一, 荒木孝二. 歯
科学生と歯科衛生学生が診療参加型臨床実習で協働する新しい多職種連携実習の開発と教育効果. 第 36回
日本歯科医学教育学会 2017.07.28 松本

4. 關奈央子, 金澤 学, 駒ヶ嶺友梨子, ジャネルモロス, 水谷幸嗣, 保坂啓一, 駒田 亘, 須永昌代, 川口陽子, 森尾
郁子, 木下淳博. 東京医科歯科大学大学院における国際歯科臨床教育コースの導入と取り組み―第１報―. 第
36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 長野

5. Nguyen Thi Thanh Tam, 關奈央子, 森尾郁子. 日本とベトナムの歯学科 1年生におけるストレスと生活習
慣の関係. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 長野

6. 川口陽子、竹原祥子、關奈央子、森尾郁子、田上順次. 東京医科歯科大学歯学部における国際短期研修プロ
グラム １．日本人学生の海外派遣プログラム. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 松
本市

7. 竹原祥子、川口陽子、森尾郁子、關奈央子、田上順次. 東京医科歯科大学歯学部における国際短期研修プログ
ラム ３．国際短期研修プログラムの効果. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 松本市

8. 森尾郁子、關奈央子、川口陽子、竹原祥子、田上順次. 東京医科歯科大学歯学部における国際短期研修プロ
グラム ２．外国人学生の受入プログラム. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 松本市

9. Nguyen TTT, Seki N, Moross J, Hosaka K, Sunaga M, Morio I, Kinoshita A. The effectiveness of newly
developed computer-assisted simulation materials on overseas learners. The 28th SEAADE (South East
Asia Association for Dental Education) Annual Scientific Meeting 2017.08.11 Taipei, Taiwan

10. 安田昌代，近藤圭子，小原由紀，大塚紘未，則武加奈子，水谷幸嗣，關奈央子，鶴田潤，荒川真一，荒木孝
二. 口腔保健学科学生と歯学科学生が協働する診療参加型臨床実習の学生評価. 第 12回 日本歯科衛生学会
学術大会 2017.09.17 東京



— 275 —

環境社会医歯学講座

[受賞]

1. 優秀ポスター賞, 日本産業衛生学会, 2017年 05月

2. 第 16回日本歯科医学教育学会教育システム開発賞 (則武加奈子), 日本歯科医学教育学会, 2017年 07月
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健康推進歯学
Oral Health Promotion

教授　　　　　川口陽子
准教授　　　　植野正之
助教　　　　　財津崇
特任助教　　　大城暁子（9月から）
事務補佐員　　兼冨京子（4月から）
研修登録医　　西山裕美
大学院生　　　グェン ティ ホァン イェン（9月まで）
　　　　　　　静間夕香
　　　　　　　カウン ミャット トゥイン
　　　　　　　金澤利哉
　　　　　　　種村崇
　　　　　　　青木仁
　　　　　　　上澤美津枝（3月まで）
　　　　　　　ザーチー　キャウ　ミント
　　　　　　　グェン　チィ　ニャット　ヴィ（10月から）
大学院研究生　斉藤智也（4月から）
　　　　　　

( 1 ) 研究活動

本分野では以下のようなテーマで研究を行っている
1．歯科疾患の疫学 · 予防に関する研究
2．歯科保健医療システムに関する研究
3．口腔と全身の健康の関連についての研究
4．オーラルヘルスプロモーションに関する研究
5．口臭症の診断と治療システム構築に関する研究
6．国際歯科保健に関する研究

( 2 ) 教育活動

1)大学院教育
　　博士課程　健康推進歯学　　特論（１年次）、演習（１—２年次）、研究実習（２—３年次）
　　　　　　　医歯学総合研究科コース特論　健康科学コース　
　　
　　修士課程　環境社会医歯学

2)学部教育

歯学科 1年生対象
モジュール 01「歯学入門」：ユニット 03「最新の歯学」、ユニット 04「早期臨床体験実習」

歯学科 2年生対象
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モジュール 04「社会と環境」：ユニット 02「ライフスタイルと健康」

歯学科 3年生対象
モジュール 10「予防と健康管理」：ユニット 01「口腔疾患の予防（講義 · 演習）」、ユニット 02「口腔疾患の予防
（実習）」

歯学科 4年生対象
モジュール 19「研究体験実習」

歯学科 5、6年生対象
モジュール 29「包括臨床実習」　

口腔保健学科 4年生対象　
「臨床実習」

( 3 ) 教育方針

1)大学院教育
歯科保健問題を生活環境、生活習慣、保健政策などの社会的状況との関連性からとらえ、健康の維持増進を目的と
した歯科保健の推進に関する研究を行い、同時に地域社会に貢献できる国際歯科医療人の育成を目的としている。
2)学部教育
公衆衛生、予防歯科関連の講義 · 実習を担当し、学生が健康と社会制度、環境、生活習慣、栄養との関連を理解し、
また、口腔疾患の予防と健康管理を行うために必要な基本的知識、技術、態度を身につけることを目的としている。

( 4 ) 臨床活動および学外活動

東京医科歯科大学歯学部附属病院の「息さわやか外来」において、口臭に関する診断、治療、予防を行う専門外来
を担当している。当外来を受診する口臭症患者は、歯学部附属病院内の他の診療科や外部の歯科診療所等からの
紹介患者が約半数を占め、インターネットや新聞 · テレビなどのマスメディアにより当外来の存在を知り、来院す
る者も多い。
当外来では、ガスクロマトグラフィーおよびガスセンサー口臭測定器による揮発性硫化物 (VSC)濃度の測定と官
能試験により、口臭の検査を行っている。正確な口臭の検査および口腔内診査に基づき診断を行い、患者の心理
面も配慮し、口臭症の治療を行っている。また、口臭の治療には継続した歯周疾患の管理や口腔ケアが必要であ
り、当病院の口腔ケア外来やかかりつけ歯科医との連携を図っている。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Yuka Shizuma, Takashi Zaitsu, Masayuki Ueno, Mari Ohnuki, Yoko Kawaguchi. Relationship between
self-assessment and clinical evaluation of dental plaque and gingival condition in Japanese adolescents.
International Journal of Dental Hygiene. 2017.04; 16(1); 144-150

2. Anastasiya Blizniuk, Masayuki Ueno, Takashi Zaitsu, Yoko Kawaguchi. Association between self-reported
and clinical oral health status in Belarusian adults. Journal of Investigative and Clinical Dentistry .
2017.05; 1-6

3. Takashi Zaitsu, Toshiya Kanazawa, Yuka Shizuma, Akiko Oshiro, Sachiko Takehara, Masayuki Ueno,
Yoko Kawaguchi. Relationships between occupational and behavioral parameters and oral health status.
Industrial Health. 2017.05; 55; 1-10

4. Ei Ei Aung, Masayuki Ueno, Takashi Zaitsu, Sayaka Furukawa, Yoko Kawaguchi. Effects of tooth brush-
ing, mouth washing and tongue cleaning on three volatile sulfur compounds - A randomized clinical trial
- International Journal of Oral Health. 2017.07; 13; 25-31
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5. Yen Hoang Thi Nguyen, Masayuki Ueno, Takashi Zaitsu, Toai Nguyen, Yoko Kawaguchi. Caries arest-
ing effect of silver diamine fluoride in Vietnamese preschool children International Journal of Clinical
Preventive Dentistry. 2017.10; 13(3); 147-154

6. Kaung Myat Thwin, Takashi Zaitsu, Masayuki Ueno, Yoko Kawaguchi. Effectiveness of silver damine
fluoride in arresting early childhood caries in Myanmar preschool children Global Journal of Oral Science.
2017.11; 3; 18-26

[書籍等出版物]

1. 安井利一, 宮崎秀夫, 鶴本明久, 川口陽子, 山下喜久, 廣瀬公治　編集. 口腔保健 · 予防歯科学. 医歯薬出版株
式会社, 2017.02 (ISBN : 978-4-263-45802-0)

2. 三林浩二, 奥村直也,下内章人, 近藤孝晴, 財津崇, 川口陽子 他. 生体ガス計測と高感度ガスセンシング. シー
エムシー出版, 2017.08 (ISBN : 978-4-7813-1250-7)

[総説]

1. Takashi Zaitsu, Yoko Kawaguchi. Perspectives for Tele-dental system in Space and Antarctic Environ-
ments. The International Journal of Oral Health. 2017.06; 13; 13-16

2. 植野正之，竹原祥子，財津崇，大城暁子，川口陽子. 海外諸国における歯科医師免許更新制度と生涯教育制
度 日本歯科医療管理学会雑誌. 2017.11; 52(3); 147-153

[講演 · 口頭発表等]

1. 荒木美祐，駒崎裕子，小川卓也，トムルホー　ツァサン，ガンブルゲド　ガンジャルガル，バザル　アマル
サイハン，川口陽子，藤原武男，森山啓司. モンゴル国の思春期児童における不正咬合と口腔関連 QoLとの
関連について. 第 27回日本疫学会学術総会 2017.01.25

2. 財津崇. 職域における歯科口腔保健に関する 実証研究の成果. シンポジウム 「職域における歯科口腔保健
の課題と今後の展望」 2017.02.04 東京医科歯科大学

3. 山田毅，財津崇，川口陽子, 海老沢政人，塚嵜哲史，佐藤道哉. 南極観測隊員に対する海上自衛隊歯科支援の
現状と今後の方向性. 第 62回中央防衛衛生学会 2017.02.10 陸上自衛隊三宿駐屯地

4. 種村 崇, 白木 理恵子, 室 円, 財津 崇, 植野 正之, 川口 陽子. 陸上自衛官の口腔保健状況および口腔保健行動
の特徴. 第 62回中央防衛衛生学会 2017.02.10 陸上自衛隊三宿駐屯地

5. Takashi Zaitsu, Yen Nguyen, Yoko Kawaguchi. The Relationship of Dental Diseases with Life style Related
Diseases of Workers. The 95th General Session & Exhibition of the IADR 2017.03.22 the Moscone West,
San Francisco, Calif., USA

6. Yen Nguyen, Masayuki Ueno, Takashi Zaitsu, Toai Nguyen, and Yoko Kawaguchi. Effectiveness of Silver
Diamine Fluoride on Arresting Dental Caries. The 95th General Session & Exhibition of the IADR
2017.03.22 the Moscone West, San Francisco, Calif., USA

7. 財津 崇, 川口陽子. 労働者口腔保健状態と産業職業分類,事業所規模,勤務形態,保健行動との関連について.
第 90回日本産業衛生学会総会 2017.05.11

8. 大城 暁子, 金澤 利哉, 財津 崇, 植野 正之, 川口 陽子. 口臭症の患者における口臭有無と舌苔中の細菌数の関
連について. 第 66回日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

9. 金澤 利哉, 財津 崇, 植野 正之, 川口 陽子. 球形樹脂微粒子含有人工ガムによる咀嚼効率と健康状態に関する
自己評価との関連. 第 66回日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

10. 財津 崇, 金澤 利哉, 静間 夕香, 大城 暁子, 竹原 祥子, 植野 正之, 川口 陽子. 労働者の健康診断結果と口腔保
健状況との関連について. 第 66回日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

11. 静間 夕香, 財津 崇, 植野 正之, 川口 陽子. 高校生の歯肉の健康状態に関するセルフチェック能力. 第 66回
日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

12. Anastasiya Blizniuk, 財津 崇, 植野 正之, 川口 陽子. 日本の保健医療に対する外国人患者の満足度. 第 66回
日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31
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13. 植野正之，川口陽子. 身長と現在歯数との関連について. 第 65回日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

14. Yen Hoang Thi Nguyen, Masayuki Ueno, Takashi Zaitsu, Yoko Kawaguchi. Effect of silver diamine fluoride
on primary dentition. 第 66回日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

15. 竹原祥子，川口陽子. 海外研修参加による英語力の変化. 2017.05.31

16. Kaung Myat Thwin, Takashi Zaitsu, Masayuki Ueno, Yoko Kawaguchi. Relationship between dental caries
and oral health behaviors in Myanmar children. 2017.05.31

17. 川口陽子. タバコ対策からコモン · リスクファクター対策へ. 第 66回日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

18. 川口陽子. 学校歯科保健の新しい取り組みについて　～食育を絡めて～. 2017.07.08船橋市勤労市民センター

19. 川口陽子. 横浜市講演会. 2017.07.20

20. 植野正之. 味覚について学びましょう. 平成 28年度食育セミナー 2017.07.22 調布市保健センター

21. 竹原祥子，川口陽子，森尾郁子，關奈央子，田上順次. 東京医科歯科大学歯学部における国際短期研修プロ
グラム　 3．国際短期研修プログラムの効果. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28

22. 森尾郁子，關奈央子，川口陽子，竹原祥子，田上順次. 東京医科歯科大学歯学部における国際短期研修プロ
グラム　 2．外国人学生の受入プログラム. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28

23. 關奈央子, 金澤 学, 駒ヶ嶺友梨子, ジャネルモロス, 水谷幸嗣, 保坂啓一, 駒田 亘, 須永昌代, 川口陽子, 森尾
郁子, 木下淳博. 東京医科歯科大学大学院における国際歯科臨床教育コースの導入と取り組み―第１報―. 第
36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 長野

24. 川口陽子，竹原祥子，關奈央子，森尾郁子，田上順次. 東京医科歯科大学大学院における国際短期研修プロ
グラム　日本人学生の海外派遣プログラム. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.29

25. Ei Ei Aung、Masayuki Ueno、Takashi Zaitsu, Sayaka Furukawa, Yoko Kawaguchi. Effects of Tooth
Brushing, Mouth Washing and Tongue Cleaning on Three Volatile Sulfur Compounds - A Randomized
Clinical Trail -. The 12th JUNTHai Conference 2017.09.04

26. 植野正之. ～健口のために～　予防歯科の基本の「き」. 平成２９年度乳幼児歯科保健従事者研修会 2017.09.15
調布市保健センター

27. Kaung Myat Thwin, Takashi Zaitsu, Masayuki Ueno, Yoko Kawaguchi. Effectiveness of silver diamine
fluoride in arresting early childhood caries among Myanmar preschool children. The 9th Asian Conference
of Oral Health Promotion for School Children 2017.09.22

28. 川口陽子. 江東区学校保健会歯科保健講演会. 2017.09.28

29. 川口陽子. 「アジア障害者歯科学会キックオフシンポジウム」関連歯科学会の取り組み. 日本障害者歯科学
会総会 · 学術大会 2017.10.27

30. 財津崇. Functional Tooth Units 指標による成人の咬合状況実態調査. 第 76 回日本公衆衛生学会総会
2017.11.01 鹿児島県かごしま県民交流センター

31. Yoko Kawaguchi. Better oral health for older persons. 2017.11.03 Sydney, Australia

32. Takashi Zaitsu. Space Dentistry -Oral Health Promotion in Space and Antarctic Environments-. the 65th
Annual Meeting of the Japanese Association for Dental Research 2017.11.19 Showa University, Tokyo,
Japan

33. 關奈央子，金澤学，駒ヶ嶺友梨子，ジャネルモロス，水谷幸嗣，保坂啓一，駒田亘，黒田真司,　須永昌代，
川口陽子，森尾郁子，木下淳博. 本学大学院医歯学総合研究科における国際歯科臨床教育コースに対する評
価. 第 82回口腔病学会学術大会 2017.11.19

[受賞]

1. 第 76回日本公衆衛生学会総会ポスター賞, 日本公衆衛生学会, 2017年 11月
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[その他業績]

1. あなたの味覚は大丈夫？ , 2017年 01月
調布市食育ガイド、5-6ページ

2. 全身に悪影響を及ぼす!?本当は恐ろしい歯周病, 2017年 05月
いきいきライフさん

3. 口臭, 2017年 06月
文芸春秋７月号　健康力　 vol.32

4. Q&A　口臭に悩んでいます。治療法はありますか, 2017年 06月
Health & Life

5. 口のニオイ, 2017年 07月
HERS 8月号

6. 食による健康長寿を支援する高齢者の口腔ケア, 2017年 07月
東京都歯科医師会主催卒後研修

7. 身長が低い男性ほど歯の本数が少ない！？ , 2017年 09月
Dentalism AUTUMN 2017 No.28、Medical Tribune誌、21ページ

8. 気になる口臭とめましょう！ , 2017年 09月
クインテッセンス出版株式会社、10-23ページ

9. 息さわやかに健康生活, 2017年 10月
東京医科歯科大学学園祭　公開模擬授業

10. 口臭の原因と対処法について, 2017年 11月
読売家庭版、読売新聞社

[社会貢献活動]

1. 南極越冬医師歯科研修, 2015年 04月 01日 - 現在

2. 南極遠隔歯科医療会議, 2016年 04月 01日 - 現在

3. 東京都立野津田高等学校歯科健康教育, 2017年 03月 10日

4. 東京都立足立東高等学校歯科健康教育, 2017年 03月 18日

5. 東京都世田谷区立桜丘小学校歯科健康教育, 2017年 06月 21日

6. 東京都歯科医師会卒後研修, 2017年 07月 20日

7. 東京都立足立東高等学校歯科健康教育, 2017年 12月 15日
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スポーツ医歯学
Sports Medicine and Dentistry

【准教授】上野俊明
【助教】中禮宏
【医員】林海里
【大学院生】吉田結梨子，塩田菜々，田邊元，柴田千帆，Phyu Sin Tun，金城里於，伊藤七海，Thet Khaing Aung
【大学院研究生】金崎亜紀，高橋優実
【非常勤講師】近藤剛史，佐々木幸生，佐藤亮，山中拓人，藤野祥子
【研修登録医】安部圭祐，武内研二，福田隆慧，白子高大，三浦弘美，栗原嘉代子，市原千恵

( 1 ) 分野概要

医歯薬系国公立大学法人で唯一のスポーツ歯学専門研究室である。本分野では運動 · スポーツが人体に与える影
響を歯学の専門的立場から教育ならびに研究し，エビデンスに基づく臨床活動と医歯科学サポートを通じて，ス
ポーツマンならびに愛好家の歯科的健康管理，スポーツ歯科外傷 · 障害の診断 · 治療および予防，また競技力の維
持向上に貢献する。

( 2 ) 研究活動

競技者やスポーツ愛好家の健康管理ならびに外傷 · 障害の安全対策に寄与貢献することを目的として，本分野では
スポーツや運動が人体に与える様々な影響を考究している。
１）スポーツ選手の口腔健康維持増進
（１）スポーツ選手の口腔保健行動に関する実態調査
（２）スポーツ · 運動に伴う口腔内環境の変化
（３）スポーツドリンクおよびサプリメントの口腔に対する影響
２）スポーツ歯科傷害の安全対策
（１）スポーツ歯科外傷 · 障害発生の実態調査
（２）マウスガード＆フェイスガード材料の改良 · 開発
（３）マウスガード＆フェイスガードの外傷予防効果の検証と快適性の向上
（４）競技種目 · 特性によるマウスガード＆フェイスガード外形の基準化
（５）スキューバダイビング用マウスピースの改良 · 開発
３）咬合と骨格筋制御機能の相関
（１）バイオメカニクスによる骨格筋出力および力発揮特性の解析
（２）神経生理学的手法によるバックグラウンドメカニズムの検索
４）咬合と身体平衡機能の相関
（１）静的バランスへの効果
（２）動的バランスに及ぼす影響
５）咀嚼 · 咬合と脳機能の関連性
６）スポーツに関連する歯科疾患 · 傷害に対する HBOの応用

( 3 ) 教育活動

担当講義および実習は以下の通りである。
１）歯学部歯学科 D1「歯学概説／病院見学実習」
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２）歯学部歯学科 D3「総合課題演習」
３）歯学部歯学科 D3「臨床体験実習」
４）歯学部歯学科 D4「研究体験実習」
５）歯学部歯学科 D5「発展歯科臨床／スポーツ歯科」
６）歯学部歯学科 D5-D6「包括臨床実習 Phase I & II」
７）歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻 OH2「基礎科学実習」
８）歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻 OH3「成人口腔保健衛生学」
９）歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻 OH3-OH4「口腔保健衛生臨床実習」
１０）歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻 OE4「スポーツ歯科工学」
１１）大学院医歯学総合研究科修士課程「環境社会医歯学（スポーツ医歯学）」
１２）大学院医歯学総合研究科博士課程「スポーツ医歯学特論 · 演習 · 研究実習」
１３）歯科医師臨床研修選択研修プログラム「スポーツ歯科」

( 4 ) 教育方針

本分野ではスポーツ選手の健康管理，スポーツ外傷の安全対策，競技力向上の 3側面に関する有効かつ効率的な
医 · 歯 · 科学的サポートの在り方を追及し，そのために必要な学識的知識の整理，技能の習得，態度の研鑚を目指
した教育を行っている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

スポーツ歯科外来（歯病）では，プロ，アマを問わず，ハイレベルのスポーツ選手から愛好家レベルまで幅広い年
齢層をターゲットに，歯および口腔の健康管理，競技活動の妨げとなる歯科疾患や外傷 · 障害の対応，また競技力
の維持向上を総合的にサポートすることを目的に，各種の診療サービスを提供している。
１）メディカルチェック＆コンディショニング · アドバイス
２）歯科疾患全般，顎機能異常や不正咬合の相談治療
３）スポーツ外傷 · 障害の治療と予防，安全対策
４）マウスガードのカスタム調製
５）フェイスガードのカスタム調製

本学スポーツサイエンス機構傘下のスポーツ医歯学診療センター歯科部門として位置づけられており，スポーツ
医学診療センター（医病）およびスポーツサイエンスセンター（トレーニング科学）とともに，医学と歯学と科学
の緊密連携を図りながら，スポーツに関連する外傷 · 障害や疾病の診断治療から復帰までのトータルケアシステム
とトレーニングメニュー開発に取り組んでいる。

また我が国のトップアスリートの国内強化拠点である国立スポーツ科学センター／ナショナルトレーニングセン
ターとも相互協力関係を構築し，開設当初より本教室所属医師が非常勤医師として委嘱され，同メディカルセン
タースポーツクリニック（歯科部門）に出向勤務している。

その他，スポーツ歯科の専門知識と経験を生かして，競技団体や各種協会における医事運営や講演活動，スポー
ツ競技大会の医療支援活動も請け負っている。

( 6 ) 臨床上の特色

【認定医 · 専門医等】
スポーツ医歯学分野：日本スポーツ歯科医学会（認定MG研修施設）
上野俊明：日本体育協会（公認スポーツデンティスト），日本スポーツ歯科医学会（認定医／認定MGテクニカル
インストラクター），日本顎顔面補綴学会（認定医），日本歯科理工学会（デンタルマテリアルシニアアドバイザー）
中禮宏：日本体育協会（公認スポーツデンティスト），日本スポーツ歯科医学会（認定医／認定MGテクニカルイ
ンストラクター）
林海里：日本スポーツ歯科医学会（認定医／認定MGテクニカルインストラクター）
藤野祥子：日本体育協会（公認スポーツデンティスト），日本スポーツ歯科医学会（認定医／認定MGテクニカル
インストラクター）
吉田結梨子：日本スポーツ歯科医学会（認定MGテクニカルインストラクター）
金崎亜紀：日本スポーツ歯科医学会（認定スポーツデンタルハイジニスト）
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( 7 ) 研究業績

[原著]

1. 山中拓人，安部圭祐，高橋敏幸，近藤剛史，上野俊明. 審美障害を伴うアンキローシスを生じた歯に対する
治療症例 スポーツ歯学. 2017.02; 20(2); 43-47

2. Mitsuyama A, Takahashi T, Ueno T. Effects of teeth clenching on soleus H reflex during lower limb muscle
fatigue J Prosthodontic Res. 2017.04; 61(2); 202-209

3. Nakamura T, Yoshida Y, Churei H, Aizawa J, Hirohata K, Ohmi T, Ohji S, Takahashi T, Enomoto M,
Ueno T, Yagishita K. The effect of teeth clenching on dynamic balance at jump-landing: a pilot study J
Appl Biomech. 2017.06; 33(3); 211-215

4. Shirako T, Churei H, Iwasaki N, Takahashi H, Ueno T. Evaluation of the flexural properties of a new
temporary splint material for use in dental trauma splints J Dent Sci. 2017.09; 12(3); 308-311

5. Shirako T, Churei H, Wada T, Uo M, Ueno T. Establishment of experimental models to evaluate the
effectiveness of dental trauma splints Dent Mater J. 2017.11; 36(6); 731-739

6. Lloyd JD, Nakamura WS, Maeda Y, Takeda T, Leesungbok R, Lazarchik D, Dorney B, Gonda T, Nakajima
K, Yasui T, Iwata Y, Suzuki H, Tsukimura N, Churei H, Kwon KR, Choy MMH, Rock JB. Mouthguards
and their use in sports: Report of the 1st International Sports Dentistry Workshop, 2016 Dent Traumatol.
2017.12; 33(6); 421-426

[書籍等出版物]

1. 中禮宏. 調べよう！ 知ろう！ 体とスポーツ②歯. ベースボール · マガジン社, 2017.02

2. 中禮宏，吉田結梨子. スポーツ医学検定公式テキスト. 東洋館出版社, 2017.04

[総説]

1. 中禮宏，深沢慎太郎，上野俊明. マウスガード調整のための付加型シリコーン系義歯床用裏装材の応用 口病
誌. 2017.03; 84(1); 45

2. 塩田菜々. スポーツを支える歯科医療 ROAD TO 2020　⑤女性歯科医師から見たスポーツ歯科 DENTAL
DIAMOND. 2017.05; 42(7); 138-139

3. Yasui T, Gonda T, Maeda Y, Ishigami K, Ueno T, Matsumoto M, Takamata T, Koide K, Kawara M. Do
mouthguards prevent or reduce dental injuries and concussions during sports events? A literature review
Int J Sports Dent. 2017.10; 10(1); 7-11

4. 上野俊明. スポーツを支える歯科医療 ROAD TO 2020　⑨東京オリンピック · パラリンピックに向けて
DENTAL DIAMOND. 2017.10; 42(13); 152-153

5. 野見山和貴，矢野顕，近藤剛史，上野俊明. 再製を防ぐためのラボコミュニケーション—チェアーサイドと
の連携のコツ／スポーツマウスガード 歯科技工別冊. 2017.12; 101-107

[講演 · 口頭発表等]

1. 近藤剛史，野見山和貴，矢野美鈴，白石典史，中禮宏，上野俊明. 「大分パラ陸上 2016」初となる歯科サポー
ト介入について. 第 26回障害者スポーツ学会 2017.01.22 別府市，大分県

2. 上野俊明. スポーツ活動中の歯 · 口の外傷事故―事例分析と予防 10か条―. 日本スポーツ振興センター · ス
ポーツ事故防止対策協議会／スポーツ事故防止セミナー 2016 2017.01.23 神戸市，兵庫県

3. 上野俊明. スポーツと歯科. 平成 28年度日体協公認スポーツドクター養成講習会 2017.02.11 東京都

4. 上野俊明. 学校におけるスポーツ事故を防ぐ―歯科外傷の事例分析と予防 10か条―. 葛飾区歯科医師会／学
校歯科講演会 2017.02.22 葛飾区，東京都



— 286 —

環境社会医歯学講座

5. 中禮宏. マウスガードとフェイスガードの高機能化に向けた取り組み. TMDUスポーツメディスンシンポジ
ウム 2017.03.11 東京

6. 上野俊明. 知っておきたいスポーツ歯科の知識—歯の健康管理，外傷の応急処置とマウスガード，噛み合わ
せと運動能力—. 高知県歯科医師会／スポーツ歯科講演会 2017.03.11 高知市，高知県

7. 田邊元，中禮宏，吉田結梨子，白子高大，和田敬弘，上野俊明. 成形温度の違いによるマウスガードシート
材積層接着力の比較. 第 69回日本歯科理工学会 2017.04.16 東京都

8. 上野俊明，中禮宏，吉田結梨子，塩田菜々，田邊元. マウスガード講習（マウスガード製作デモ／実習）. 石
川県歯科医師会／マウスガード講習会 2017.04.23 金沢市，石川県

9. 上野俊明. マウスガードの最新知識と学会推奨デザイン，調製のポイント. 石川県歯科医師会／スポーツ歯
科講演会 2017.04.23 金沢市，石川県

10. 上野俊明，中禮宏，吉田結梨子，塩田菜々，田邊元. マルチレイヤーマウスガード製作法. 石川県歯科医師
会／マウスガード製作講習会 2017.04.23 金沢市、石川県

11. 上野俊明. マウスガードの最新知識と学会推奨デザイン，調製のポイント. 石川県歯科医師会／スポーツ歯
科講演会 2017.04.23 金沢市、石川県

12. 上野俊明. スポーツに関連する歯科的問題と競技会サポート. 埼玉県歯科医師会／スポーツ歯科講演会
2017.04.27 さいたま市，埼玉県

13. 上野俊明. スポーツに関連する歯科的問題と競技会サポート. 埼玉県歯科医師会／スポーツ歯科講演会
2017.04.27 さいたま市，埼玉県

14. 中禮宏. 咬合と全身の関係　顎顔面防具フェイスガードについて. 埼玉県歯科医師会／スポーツ歯科講演会
2017.04.27 さいたま市，埼玉県

15. 中禮宏. 咬合と全身および顎顔面防具フェイスガードについて. 埼玉県歯科医師会／スポーツ歯科講演会
2017.04.27 さいたま市，埼玉県

16. 中禮宏. 審判員とスポーツ医学の関わり. 平成 29年度　関東レフェリーアカデミー　講習会 2017.05.13 文
京区、東京

17. 中禮宏. 審判員とスポーツ医学の関わり. 関東レフェリーアカデミー／サッカー審判講習会 2017.05.13 東京

18. 上野俊明. スポーツ歯科研究の動向と今後の展開. 九州スポーツ医歯学研究所／一般社団法人設立記念講演
会 2017.05.20 大分市，大分県

19. 中禮宏. 選手に喜ばれるマウスガードと TMDUスポーツ歯科外来』—アスリートをサポートするために覚
えておきたいこと—. 第 31回 TMDU白熱教室 2017.05.20 文京区，東京都

20. 中禮宏. 選手に喜ばれるマウスガードと TMDUスポーツ歯科外来—アスリートをサポートするために覚え
ておきたいこと—. TMDU白熱教室 2017.05.20

21. 上野俊明. スポーツ歯科研究の動向と今後の展開. 一般社団法人九州スポーツ医歯学研究所設立記念講演会
2017.05.20

22. Siota N, Sunaga M, Tanabe G, Churei H, Takahashi T, Kinoshita A, Ueno T. Development and effective-
ness of an interactive computer-assisted learning (CAL) material in undergraduate dental traumatology.
39th Asia Pacific Dental Congress 2017.05.22 Macau, China

23. 中禮宏. 歯科救急. 湘央生命科学技術専門学校 2017.06.08 綾瀬市，神奈川県

24. 立石智彦，柳下和慶，中禮宏，上野俊明. コンタクトスポーツにおける歯科とのかかわりの現状～現場から
～. 第 24回 JASD認定研修会 2017.06.17 札幌市，北海道

25. 淵上雅登，近藤剛史，野見山和貴，矢野美鈴，白石典史，吉田正義，中原浩介，緒方香代，中禮宏，上野俊明.
大会初となる「大分パラ陸上 2016」歯科サポートについて. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札
幌市，北海道

26. 野見山和貴，近藤剛史，矢野美鈴，松成康男，淵上雅登，中原浩介，白子高大，吉田結梨子，塩田菜々，田
邊元，柴田千帆，中禮宏，上野俊明. 高校硬式野球部員の口腔保健と歯科外傷経験の調査およびマウスガー
ド普及サポート. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道
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27. 中禮宏，和田敬弘，深沢慎太郎，白子高大，安部圭祐，藤野祥子，竹内研二，矢野顕，宇尾基弘，高橋英和，
上野俊明. マウスガードの高機能化に向けたガラス繊維強化材料の応用と緩衝空間の設定効果. 第 28回日本
スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

28. 豊島由佳子，田中沙織，藤野祥子，山中拓人，上野俊明. トップレベルアスリートの酸蝕症に関する予備的
調査. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

29. 田邊元，中禮宏，和田敬広，平田憲雄，佐々木成高，林万紀子，林良宣，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明. マ
ウスガード材積層成形時の最適温度に関する実験的検討. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌
市，北海道

30. 池川麻衣，高橋敏幸，三ツ山晃弘，林海里，榎本光裕，柳下和慶，上野俊明. 高気圧酸素治療が唾液性状お
よび口腔内細菌叢に及ぼす影響. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

31. 金崎亜紀，中禮宏，吉田結梨子，竹内康雄，新家義章，當真淳，上野俊明. 新しいマウスガード用除菌 · 洗
浄剤の開発とその性能評価. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

32. 柴田千帆，中禮宏，林海里，白子高大，相澤純也，柳下和慶，上野俊明. 背部への衝突外乱から生じる頭部
回転角加速度に対する咬合の介入研究. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

33. 塩田菜々，中禮宏，高橋敏幸，黒川勝英，福田隆慧，佐々木幸生，平岡道郎，根来武史，齋藤整，磯山永次
郎，上野俊明. プロ自転車競技者の口腔外傷経験と安全対策の知識に関するアンケート調査. 第 28回日本ス
ポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

34. 吉田結梨子，中禮宏，竹内康雄，和田敬弘，宇尾基弘，上野俊明. 銀ナノ粒子含有 EVAマスターバッチを応
用した新規マウスガード材料の抗菌性能評価. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

35. 上野俊明. 運動 · スポーツ実施に伴う口内環境の変化について—より良いスポーツ歯科保健指導と予防処置
を実践するために―. 第 28回日本スポーツ歯科医学会／第 5回 SDHセミナー 2017.06.18 札幌市，北海道

36. 林海里. サッカー選手に対する歯科外傷治療症例. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 北海道

37. 山中拓人. 繰り返し外傷後に歯根破折を生じた歯へのインプラント治療症例. 第 28回日本スポーツ歯科医学
会 2017.06.18 北海道

38. 安井利一，松本勝，宮澤慶，北邦宏，上野俊明，中禮宏，林海里，田邊元. マウスガード講習（講義＆マウ
スガード製作／デモ見学実習）. 埼玉県歯科医師会／第 2回スポーツ歯科講習会 2017.06.25 坂戸市，埼玉県

39. 上野俊明. 唾液検査の実際. H29日体協公認スポーツデンティスト講習会 2017.07.15 千代田区，東京都

40. 上野俊明. 競技者によく見られる歯科疾患②. H29日体協公認スポーツデンティスト講習会 2017.07.15 千代
田区，東京都

41. 上野俊明. 競技者によく見られる歯科疾患①. H29日体協公認スポーツデンティスト講習会 2017.07.15 千代
田区，東京都

42. 林海里，上野俊明. 高気圧酸素治療の膜性骨治癒促進効果の検討. KLSDサマーセミナー 2017 2017.08.27 大
分市，大分県

43. Yoshida Y, Churei H, Wada T, Takeuchi H, Uo M, Ueno T. Antibacterial performance of mouthguard
material incorporated with silver-nanoparticles-embedded EVA masterbatch. 105th FDI Annual World
Dental Congress 2017.08.29 Madrid, Spain

44. 上野俊明. Up-to-dateスポーツ歯科医学 2017. 北海道大学歯学部／D5臨床講義 2017.09.01 札幌市，北海道

45. 上野俊明. 知っておきたいスポーツ歯科の知識—競技者の健康管理，治療とドーピング—. 日本小児歯科学
会／認定医専門医合同セミナー 2017.09.17 大阪

46. 上野俊明. 知っておきたいスポーツ歯科の知識—競技者の健康管理，治療とドーピング—. 日本小児歯科学
会／認定医専門医合同セミナー 2017.09.23 神奈川

47. Tanabe G, Hata T, Tun PS, Churei H, Wada T, Uo M, Takahashi H, Ueno T. Effect of Molding Tem-
perature on Peeling Energy of Laminated Mouthguards.. The 2017 ADM Annual Meeting 2017.10.07
Nuremberg
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48. 田邊元，中禮宏，和田敬弘，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明. マウスガードシート用表面処理剤の積層接着
力への効果. 第 70回日本歯科理工学会 2017.10.14 新潟

49. 中禮　宏，吉田結梨子，田邊　元，和田敬広，深沢慎太郎，白子高大，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明. マ
ウスガードの高機能化におけるガラス繊維強化法と緩衝空間の効果. 日本歯科理工学会　平成 29年度秋期
第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺メッセ，新潟市

50. 上野俊明. スポーツマンの歯科的健康管理と外傷予防に向けた取り組み. 東京都社会保険診療報酬請求書審
査会歯科講演会 2017.10.26 東京

51. 上野俊明. スポーツ · 運動中の歯 · 口の外傷事故―事例分析と予防 10か条―. 日本スポーツ振興センター ·
スポーツ事故防止対策協議会／スポーツ事故防止セミナー 2017 2017.10.30 神戸市，兵庫県

52. 田邊元，中禮宏，上野俊明. 上顎歯肉癌を有するアイスホッケー愛好家への治療と競技復帰サポート. 第 28
回日本臨床スポーツ医学会 2017.11.18 東京

53. 豊島由佳子，田中沙織，上野俊明，近藤尚知，宇津宮幸正，松本勝，奥脇透. 我が国のトップアスリートの
口腔保健状況の変化. 第 28回日本臨床スポーツ医学会 2017.11.18 東京

54. 上野俊明. スポーツマウスガードの効果 · 効能を探る／マウスガードとパフォーマンスの考え方. 第 28回日
本臨床スポーツ医学会 2017.11.18 東京

55. 金城里於，中禮宏，田邊元，高橋優実，Tun PS，伊藤七海，佐保泰明， 穴井さやか，立石智彦，上野俊明.
大学生柔道選手の口腔外傷とマウスガード使用に関する調査. 第 5回柔道医科学研究会 2017.12.01 東京

56. 上野俊明，中禮　宏，林海里，藤野祥子，他. スポーツ歯科NOW—JASD公認マウスガードを学ぶ—. C.D.E.
（Continuing Dental Education）ポストグラジュエートコース 2017.12.03 東京

57. 上野俊明. 小児歯科の臨床現場で役立つスポーツ歯科のエッセンス. 静小研例会 2017.12.10 静岡市、静岡県

[受賞]

1. 2016JASD学会賞／日本メディカルテクノロジー賞（上野俊明）, 日本スポーツ歯科医学会, 2017年 06月

2. 2016JASD研究奨励賞／大榮歯科産業賞（黒川勝英）, 日本スポーツ歯科医学会, 2017年 06月

3. 2016JASD論文奨励賞／リンカイ賞（石上貴之）, 日本スポーツ歯科医学会, 2017年 06月

4. 2016JASD学術論文賞／ジーシー賞（Abhishekhi Shrestha）, 日本スポーツ歯科医学会, 2017年 06月

[その他業績]

1. スポーツ医学コラム……26 「スポーツ医学検定」スタートします, 2017年 01月
東京都サッカー審判協会雑誌 PlayOn　 39号
p.8

2. 第 17回日本スポーツ · 健康づくり歯学協議会（福井）／来賓挨拶, 2017年 05月
上野俊明（日本スポーツ歯科医学会理事長代理）

3. スポーツ医学コラム……27　「頭部への衝突が発生したら」, 2017年 07月
東京都サッカー審判協会雑誌 PlayOn
40号
p.8

4. 第 28回日本臨床スポーツ医学会／座長（一般講演：ポスター発表の部）, 2017年 11月
上野俊明

[社会貢献活動]

1. 歯の健康とけがの予防について（情報パネル掲示 · サンプル展示 · ブラッシング指導ほか）, 市川市／市川
市ラグビー協会, 第 10回市川市ラグビーフェスティバル withクボタスピアーズ&NTTコミュニケーション
ズ, 市川市スポーツセンター, 2017年 03月 26日

2. スポーツ競技大会後方支援（歯科医療）, U-12ジュニアサッカーワールドチャレンジ 2017実行委員会／東京
都サッカー協会, U-12ジュニアサッカーワールドチャレンジ 2017, 2017年 08月 24日 - 2017年 08月 27日
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歯学教育システム評価学
Educational System in Dentistry

教　　　授　　　荒木孝二
准　教　授　　　鶴田潤
非常勤講師　　　飯田浩司　片岡博樹
大学院生　　　　加藤森之　高橋一輝　服部旭威　戸田花奈子
大学院研究生　　小澤俊介 (（～ 3月）
秘　　　書　　　伊藤里美

( 1 ) 分野概要

大学院教育では歯学教育システムの変革期にあたり、教育システム評価の方法論の構築と実践を主として、自学
自習、問題発見 · 解決型思考能力の啓発に役立つ教育を行っている。特に卒前および卒直後における国際的な教
育水準を達成するための教育システムの構築とその評価方法の開発、教育カリキュラム評価方法、教育システム
評価の検証法、および国際的な教育水準評価システムについて詳細な知識を習得できるようにセミナー、演習を
行っている。
歯学部学生教育では、モジュール「課題統合セミナー」ユニット「全人的総合診断」の責任者、モジュール「包括臨
床実習」の責任者として、前者では講義 · 演習、後者では新しい臨床実習カリキュラムの作成 · 実行および学生臨
床セミナーの開講、実習ポートフォリオのチェックなどを通して、臨床実習が円滑に進行出来るようにしている。

( 2 ) 研究活動

現在以下のような研究課題について取り組んでいる。
１）歯学教育カリキュラム評価方法の開発
２）歯学教育システム評価の妥当性 · 信頼性の検証方法の開発
３）卒前 · 卒直後における国際的な教育水準評価システムの開発
４）バーチャルリアリティ教育シミュレーションシステムによる歯科技能能力向上プログラムの開発

( 3 ) 教育活動

大学院学生への教育は、講義、演習、実習を行っている。学部学生には「全人的総合診断」の授業と演習を担当し
ている。また「包括臨床実習」の責任者として臨床実習が円滑に進行できるようにしている。

( 4 ) 教育方針

本分野では歯学教育システム評価についての目的、方法について理解するとともに、国際教育水準の理解、あわ
せてそれらの検証法について理解する。
演習は歯学教育システム評価によって得られたデータの解析方法と国際的な教育水準との比較について理解する。
研究実習はシミュレーション教育用に開発された教材を使いこなすこと、および新しい教育システム評価の検証
方法について理解する。
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( 5 ) 臨床活動および学外活動

歯科総合診療部での治療、臨床実習中の学生への態度教育 · 口腔診断学教育、および研修医教育を行っている。

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. 戸田花奈子,築山鉄平,築山雄次,大塚紘未,品田佳世子,荒木孝二. 歯科医院におけるリスクアセスメントを
利用したメインテナンスの 効果 日本歯科衛生学会. 2017.08; 12(1); 56-66

2. Ken-ichi Tonami, Sachi Umemori, Hiroshi Nitta, Kouji Araki, Shiro Mataki . Changes in Student Eval-
uations of a Medical Ethics Class 3 Years Later. European Journal of General Dentistry. 2017.09; 6(3);
123-126

3. Yasuyuki Kimura, Ken-ichi Tonami, Shiro Mataki, Kouji Araki. Analysis of new outpatients’ responses
to a survey of their reasons for visiting a dental clinic. European Journal of General Dentistry. 2017.10;
6(3); 111-114

4. 則武加奈子,鶴田潤,礪波健一,梅森幸,小田茂,俣木志朗,荒木孝二. 初診時医療面接実習における歯科学生の
医療面接と診断能力の変化 口腔病学会雑誌. 2017.11; 84(3); 103-110

5. Chien PJ, Suzuki T, Tsujii M, Ye M, Minami I, Toda K, Otsuka H, Toma K, Arakawa T, Araki K, Iwasaki
Y, Shinada K, Ogawa Y, Mitsubayashi K. Biochemical Gas Sensors (Biosniffers) Using Forward and
Reverse Reactions of Secondary Alcohol Dehydrogenase for Breath Isopropanol and Acetone as Potential
Volatile Biomarkers of Diabetes Mellitus. Anal Chem. 2017.11; 89(22); 12261-12268

6. Kazuki Takahashi, Jun Tsuruta, Ken-ichi Tonami, Kouji Araki. Relation between Manual Dexterity and
the Accuracy of Cavity Preparation. Anals of Oral Health and Dental Research. 2017.12;

[書籍等出版物]

1. 公益社団法人　日本歯科医師会　ＨＩＶ感染予防対策Ｑ＆Ａ改定作業委員会. 歯科診療におけるＨＩＶ ＨＢ
Ｖ ＨＣＶ 感染予防対策Ｑ＆Ａ. 公益社団法人　日本歯科医師会　ＨＩＶ感染予防対策Ｑ＆Ａ改定作業委員
会, 2017.03

[総説]

1. 荒木孝二. アジア各国における歯学教育の認証評価制度 歯界展望　特別号　 2017. 2017.05; 143-146

[講演 · 口頭発表等]

1. 荒木孝二. 歯学教育認証制度について. 大阪大学歯学研究科歯学部ＦＤ講演会 2017.01.19 大阪

2. 梅森 幸, 相田 潤, 坪谷 透, 礪波健一, 田淵貴大, 荒木孝二, 俣木志朗, 近藤克則. 高齢者における受動喫煙と
残存歯数の関係. 第 27回日本疫学会学術総会 2017.01.27 甲府

3. Ken-ichi Tonami, Shizuko Ichinose, Kazunobu Sano, Naohiko Iwasaki, Hidekazu Takahashi, Shiro Mataki,
Kouji Araki. Analysis of the dentin surface after Xe excimer lamp irradiation. The 95th General Session
& Exhibition of the IADR 2017.03.22 San Francisco

4. 水谷幸嗣，則武加奈子，鶴田潤，關奈央子，近藤圭子，片桐さやか，竹内康雄，秋月達也，塩山秀裕，荒川
真一，荒木孝二，和泉雄一. 多職種が連携する診療参加型臨床実習の新規導入による臨床的効果および教育
的効果. 第 60回春季日本歯周病学会学術大会 2017.05.13 福岡

5. 大渡凡人，高橋一輝，京坂侑加，猪越正直，井上実，水口俊介，深山治久，下山和弘. 全身疾患をもつ高齢
歯科患者の薬剤情報に関する統計学的検討. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.16 名古屋

6. 則武加奈子，鶴田潤，水谷幸嗣，近藤圭子、關奈央子，小原由紀，安田昌代，大塚紘未，荒川真一，荒木孝
二 . 歯科学生と歯科衛生学生が診療参加型臨床実習で協働する新しい多職種連携実習の開発と教育効果. 第
36回日本歯科医学教育学会 2017.07.28 長野

7. 平田創一郎, 荒木孝二, 藤井規孝, 前田健康, 西原達次, 田上順二, 一戸達也. 歯科医師臨床研修の到達目標の
見直しのための基礎的調査. 第 36回日本歯科医学教育学会 2017.07.28 松本
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8. 平田創一郎, 前田健康, 西原達次, 田上順二, 荒木孝二, 藤井規孝, 一戸達也. 指導歯科医講習会で取り上げる
テーマに関する基礎的調査. 第 36回日本歯科医学教育学会 2017.07.28 松本

9. 梅森幸, 礪波健一, 則武加奈子, 俣木志朗, 荒木孝二, . 包括臨床実習における歯学科学生の知識確認小テスト
の有用性. 第 36回日本歯科医学教育学会 2017.07.28 松本

10. 高橋一輝, 鶴田潤, 礪波健一, 荒木孝二. 手指巧緻性と切削精度の関連性. 第 36 回日本歯科医学教育学会
2017.07.28 松本

11. 木村康之, 礪波健一, 鶴田潤, 小田茂, 新田浩, 俣木志朗, 荒木孝二. ローテーション研修における臨床研修歯
科医が掲げる研修目標の経時的変化. 第３６回日本歯科医学教育学会学術大会 2017.07.29 松本

12. Ken-ichi Tonami, Sachi Umemori, Son Hoang Le, Kouji Araki, Hiroshi Nitta, Shiro Mataki. Factor analysis
of students’ perception of inter-personal relations during "Introduction to the behavioral science" class.
31th IADR-SEA 28th SEAADE 2017.08.10 Taipei

13. Ken-ichi Tonami, Sachi Umemori, Son Hoang Le, Kouji Araki, Hiroshi Nitta,Shiro Mataki . Effects of
the Great East Japan Earthquake on students’ perception of inter-personal relations. ADEE Annual
Conference 2017.08.23 Vilnius, Lithuania

14. 鶴田潤,戸田花奈子. 歯科系学会における認定医 · 専門医 · 指導医に関する制度の調査. 第 23回日本歯科医
療管理学会関東支部 学術大会 2017.09.10 東京

15. 木村康之,礪波健一,鶴田潤,俣木志朗,荒木孝二. 歯科初診時に高血圧を示す患者に関する分析. 第 23回日
本歯科医療管理学会関東支部 学術大会 2017.09.10 東京

16. 礪波健一, 梅森幸, 荒木孝二, 俣木志朗. 福祉施設体験学習による学生の人間関係に関する認識の変化. 第 9
回日本ヘルスコミュニケーション学会学術集会 2017.09.16 京都

17. 安田昌代、近藤圭子、小原由紀、大塚紘未、則武加奈子、水谷幸嗣、關奈央子、鶴田潤、荒川真一、荒木孝
二. 口腔保健学生と歯学生が協働する診療参加型臨床実習の学生評価. 日本歯科衛生学会第 12回学術大会
2017.09.16 きゅりあん（品川区立総合区民会館）

18. 荒木孝二. スキルスラボⅡに関する概要説明. 医療シミュレータについて学ぶ見学会 2017.11.02 東京医科歯
科大学

19. 荒木孝二. 歯科診療における院内感染対策～患者も守り、わが身も守ろう～. 平成 29年度　北多摩南部保健
医療圏　医療安全推進担当者研修会 2017.11.14 武蔵野市　武蔵野スイングホール

20. 戸田花奈子, 南 勲, 水谷幸嗣, 小川佳宏, 荒木孝二, 品田佳世子. 糖尿病患者を対象とした歯科保健指導の血
糖値コントロールおよび口腔保健状況への効果. 日本歯周病学会 60周年記念京都大会 2017.12.17 京都

[その他業績]

1. 平成 29年度東京医科歯科大学歯学部歯学科 5,6年次「包括臨床実習」モジュールコーディネーター, 2017年
01月
ポートフォリオのチェック、実習進行状態の管理、学生臨床セミナーの企画と実施、症例報告診査、終了時
技能到達度確認試験+ＯＳＣＥを実施した。2017年 1月～ 12月

2. 平成 28年度　大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）, 2017年 01月
基礎 · 臨床を両輪とした医学教育改革によるグローバルな医師養成　歯学教育認証評価制度等の実施に関す
る調査研究　事業推進責任者　荒木孝二　 2017年 1月～ 3月

3. MC講義, 2017年 02月
包括臨床実習 PhaseⅢのＭＣ講義として、４回（１日３時間）１２時間担当した。2017年 2月～ 3月

4. 平成 28年度歯学教育認証評価検討ＷＧ　事業成果報告会, 2017年 02月
「歯学教育認証評価制度等の実施に関する調査研究」事業成果報告会　平成 29年 2月 17日　 TKP御茶ノ
水カンファレンスセンター

5. 大学院講義（医歯学先端研究持論）, 2017年 03月
片岡博樹「保険診療の一環としての歯内療法」2017年 3月 2日
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6. 厚生労働科学研究費補助金　歯科医師の養成及び評価に関する総合的研究（Ｈ２８-医療-一般-019）, 2017
年 04月
地域医療基盤開発推進研究事業　研究分担者　荒木孝二

7. 平成 29年度東京医科歯科大学新入生オリエンテーション, 2017年 04月
ファシリテータとして参加した。神奈川県足柄下郡箱根町　 2017年 4月 6日～７日

8. 岩手医科大学　 CBT問題作成に関わる講習会, 2017年 04月
講師として参加　 2017年 4月 22日

9. 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）一般, 2017年 04月
完全バーチャルリアリティシミュレータを用いた歯科臨床技術訓練プログラムの開発　研究代表者　荒木
孝二

10. 平成 29年度「医歯学総合研究科コース持論」歯科医学における基礎 · 臨床ボーダレス教育「健康科学コー
ス」　講義, 2017年 05月
「教育評価の基礎」の講義を担当　 2017年 5月 25日

11. 東京医科歯科大学歯学部歯学科 CBT問題作成講習会, 2017年 05月
タスクフォースとして参加　 2017年 5月 14日

12. 明海大学歯学部共用試験ＣＢＴ問題作成学内ワークショップ講演会, 2017年 05月
講師として参加　 2017年 5月 18日

13. 平成 29年度東京医科歯科大学歯学部歯学科５年次　講義, 2017年 06月
「全人的総合診断学」講義を計１５時間担当した。

14. 平成 29年度東京医科歯科大学歯学部歯学科５年次学生教員合宿研修, 2017年 09月
統括責任者として参加した。2017年 9月 7～ 8日　山梨県甲府市

[社会貢献活動]

1. 日本歯科保存学会　評議員, 1992年 04月 01日 - 現在

2. 日本口腔病学会　評議員, 1999年 10月 01日 - 現在

3. 日本歯科薬物療法学会　評議員, 2002年 04月 01日 - 現在

4. 日本歯科保存学会　理事, 2003年 04月 01日 - 現在

5. 日本口腔病学会　理事, 2003年 04月 01日 - 現在

6. 日本歯科医学教育学会　評議員, 2003年 07月 11日 - 現在

7. 公益社団法人　医療系大学間共用試験実施評価機構　理事, 2005年 04月 01日 - 現在

8. 公益社団法人　医療系大学間共用試験実施評価機構　歯学系ＣＢＴ実施小委員会委員, 2005年 04月 01日 -
現在

9. 独立行政法人　医薬品医療機器総合機構専門委員, 独立行政法人　医薬品医療機器総合機構, 2006年 04月
01日 - 現在

10. 公益社団法人　医療系大学間共用試験実施評価機構　歯学系ＣＢＴブラッシュアップ専門部会員, 2006年 04
月 01日 - 現在

11. 公益社団法人　医療系大学間共用試験実施評価機構　共用試験制度 · システム開発委員会　委員（2009年４
月より委員長）, 2006年 04月 01日 - 現在

12. 公益社団法人　医療系大学間共用試験実施評価機構　歯学系ＣＢＴ事後評価解析小委員会　委員, 2007年 04
月 01日 - 現在

13. 日本歯科保存学会　国際交流委員会　委員, 2011年 04月 01日 - 2017年 03月 31日

14. 日本歯科保存学会　教育問題委員会　委員, 2011年 04月 01日 - 2017年 03月 31日

15. 東京医科歯科大学歯科同窓会委員（緊急時歯科医師派遣制度運営委員会）, 2011年 09月 01日 - 現在
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16. 大学改革推進等補助金（大学改革事業）基礎 · 臨床を両輪とした医学教育改革によるグローバルな医師養成
　歯学教育認証制度等の実施に関する調査研究　事業推進責任者, 文部科学省, 2012年 04月 01日 - 2017年
03月 31日

17. 歯科医師試験委員, 厚生労働省, 2014年 04月 01日 - 現在

18. 歯学教育の改善 · 充実に関する調査研究協力者会議　委員, 文部科学省, 2014年 04月 01日 - 現在

19. 朝日大学　客員教授, 2014年 06月 01日 - 現在

20. 日本歯科薬物療法学会　学術奨励賞選考委員会　委員, 2014年 06月 20日 - 現在

21. 日本歯科薬物療法学会　編集査読委員会　委員, 2014年 06月 20日 - 現在

22. 日本歯科薬物療法学会　理事, 2014年 06月 20日 - 現在

23. 日本歯科薬物療法学会　漢方薬の EBM委員会　委員, 2015年 06月 20日 - 現在

24. 日本歯科薬物療法学会　細則検討委員会　委員, 2015年 06月 20日 - 現在

25. 日本歯科医学会学術研究委員会　委員, 日本歯科医学会, 2015年 07月 01日 - 2017年 06月 30日

26. The Journal of Dental Education,peer reviewer, 2015年 08月 01日 - 現在

27. 日本口腔診断学会　代議員, 2015年 09月 05日 - 現在

28. 平成 27年度「大学における医療人養成の在り方に関する調査研究委託事業」テーマ：医学教育モデルコア
· カリキュラム等の次期改訂に向けた調査 · 研究「歯学教育モデル · コア · カリキュラムの改訂に係ること」
歯学調査研究チーム会議メンバー, 2015年 10月 01日 - 現在

29. 歯学教育認証評価事業　歯学教育評価実施準備委員会　専門委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 03月 31日

30. 日本歯科医学教育学会　理事, 2016年 04月 01日 - 現在

31. HIV感染予防対策Ｑ＆Ａ改定作業委員会委員, 日本歯科医師会, 2016年 10月 12日 - 2017年 03月 31日

32. 共用試験歯学系ＣＢＴモニター担当　岩手医科大学, 2017年 01月 26日

33. 共用試験歯学系ＣＢＴモニター担当　日本大学松戸歯学部, 2017年 02月 12日

34. 日本歯科保存学会　医療合理化委員会　委員, 日本歯科保存学会, 2017年 04月 01日 - 現在

35. 共用試験歯学系ＣＢＴモニター担当　東北大学歯学部, 2017年 07月 13日

36. 共用試験歯学系ＣＢＴモニター担当　広島大学, 2017年 08月 25日

37. 東京医科歯科大学歯科同窓会参与, 東京医科歯科大学歯科同窓会, 2017年 09月 01日 - 現在

38. European Journal of Dental Education,peer reviewer, 2017年 09月 01日 - 現在

39. 第 50回日本医学教育学会大会実行委員会委員, 2017年 09月 25日 - 現在

40. 日本シミュレーション医療教育学会編集委員
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教育メディア開発学
Educational Media Development

　　教授　木下淳博
　　助教　須永昌代
大学院生　三好智絵
大学院生　保母宏基
大学院生　曹　日丹
大学院生　秋山恭子
大学院生　原田悠介（4月～）
大学院生　竹之内　茜（4月～）
大学院生　高綱裕紀子

( 1 ) 研究活動

１）コンピュータシミュレーション教育システムの開発と活用に関する研究
　本学では、特色ある大学教育支援プログラム（特色 GP)採択取組「医歯学シミュレーション教育システムの構
築」、さらに大学教育 · 学生支援推進事業【テーマＡ】大学教育推進プログラム採択取組「コンピュータによる診
療模擬実習の展開」の取組として、本学附属病院の豊富な臨床資料を活用し、臨床教育に関するコンピュータシ
ミュレーション教材を独自に作成してきた。作成した教材を医学部医学科、医学部保健衛生学科、歯学部歯学科、
歯学部口腔保健学科の学生等に活用し、その教育効果を評価 · 解析するとともに、全学的なシミュレーション教育
システムを開発する。

２）医療系教育における eラーニングシステムの活用に関する研究
　本学では、現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）採択取組「ICT活用教育と従来型臨床現場実習の
連携」により、実際の臨床で行われる手技を講義室にいる学生に術者の視点から解説し、「治療の流れ」を同時進
行で学ばせるシステムを開発してきた。このシステムにより、臨床現場と講義室を同時中継したライブ講義を行
い、多くの学生に同じ症例を見学させ、学生同士に共通の症例について討論させることが可能となった。臨床現
場における処置 · 手術、模型実習室でのデモ、講義室での講義、学生が行う模型実習 · 臨床実習手技等を映像自動
収録装置によって日常的にもれなく収録、蓄積、評価できるように ICT活用コンテンツを充実させ、それらのコ
ンテンツをオンデマンド配信し、現行の教育との連携を図り、学年進行に合わせたフィードバック、自己評価、自
己研鑽を推進できるようシステムの開発を行う。

３）医療系教育における教育メディアの開発と活用に関する研究
· 歯科実習用顎模型の研究 · 開発：様々な歯周ポケットを経験でき、ポケット底の触知、探査を含めた測定訓練が
できる歯周ポケット測定訓練用顎模型を開発してきた。本模型が測定者の訓練に有効か否か、および測定者の正
確度の評価や標準化に応用可能か否かを研究する。
· 術者目線自動撮影 · 表示 · 録画システムの歯学教育への活用に関する研究：現在、歯学教育における講義 · 実習
で活用されているビデオ等の映像教材は、その多くが撮影者の目線でのカメラ映像である。また、歯学教育では
学習の対象物（器具、歯、模型、縫合の手技等）を学生に立体的に把握させたいことも多く、手技の実演を行って
いるが、学生全員が至近距離で実演を見ることは困難である。そこで、術者目線のオリジナル 3Dムービー作成 ·
供覧システムの開発を行い、遠隔講義、スーパーインポーズ機能を用いた遠隔指導システムなど、教材コンテン
ツとしての応用可能性を研究する。
· カメラ、ミラー及び画像反転ユニット付ハンドピースシステムの開発：治療部位をリアルタイムでモニタに映し
出し、よりわかり易く、また臨床に直結した臨場感のある講義を行えるように、歯科治療に用いるハンドピース
（タービン、モーター用ハンドピース、スケーラー等）に、小型カメラ、ミラー、及び画像反転ユニットを内蔵も
しくは取り付けることが可能なシステム（カメラ付ハンドピースシステム）を開発する。
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( 2 ) 教育活動

　コンピュータシミュレーション教育システム、eラーニングシステム、通信講義システム等、情報通信技術を活
用した新しい教育システムおよび教育メディアの特徴を理解させ、関連する教育メディアを独自に作成する方法
を修得させるとともに、それらを医療系大学の卒前、卒後教育や、職種間連携に必要な教育に応用する方法を修
得させる。
　歯学部歯学科 1年次、口腔保健学科 1、2年次では、コンピュータによるメディア情報処理、コンテンツ作成の
基礎を修得させ、インターネットとコンピュータを利用した学習、および研究活動に必要な情報検索の方法を修
得させる。また、各種データベースの利用の仕方を修得させることを目標とする。
　歯学部歯学科 4年次では、医療現場を体験させることにより、将来の歯科医師としての自覚を高めさせ、歯科
臨床に必要な基本的態度と知識を身につけることを目標とする。ユニット「コンピュータシミュレーション実習」
では、コンピュータを用いて歯科臨床のシミュレーションを行わせることにより、歯科臨床の知識、技能を自己
学習する能力を身につけることを目標とする。ユニット「D6体験実習」では、歯科における治療計画立案の重要
性を理解させ、症例分析能力 · 治療計画立案能力を修得させる。包括臨床実習現場において、実際の患者さんに医
療面接を行わせ、将来の歯科医師としての自覚を高めさせ、医療面接に必要な基本的態度と知識を身につけるこ
とを目標とする。

担当科目：
教育メディア開発学特論、医歯学総合研究科コース特論健康科学コース、大学院初期研究研修プログラム、臨床
体験実習、基礎情報医歯学、メディア情報学、メディア情報学基礎、臨床統計Ⅲ

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Tomoe Miyoshi, Koki Hobo, Masayo Sunaga, Atsuhiro Kinoshita. Effects of an interactive simulation
material for clinical dentistry on knowledge acquisition. J. Med. Dent. Sci.. 2017.09; 64(3); 35-42

2. 秋山恭子，新井　恵，高久　悟，木下淳博. 歯科衛生学生における SCATを用いた多職種連携教育に関する
課題の抽出 日本歯科衛生教育学会雑誌. 2017.10; 8(2); 55-61

3. Koki Hobo, Kanako Noritake, Masayo Sunaga, Tomoe Miyoshi, Ridan Cao, Hiroshi Nitta, Yuji Kabasawa,
Atsuhiro Kinoshita. Effectiveness of an interactive simulation material for clinical dentistry on knowledge
acquisition and memory retention in dental residents J. Med. Dent. Sci.. 2017.12; 64(4); 43-52

[書籍等出版物]

1. 木下淳博. 口腔ケア基礎知識　第 2版. 永末書店, 2017.04

[総説]

1. 木下淳博. 動画で学ぶスケーリング · ルートプレーニング 群馬県歯科医学会雑誌. 2017.03; 21; 17-22

[講演 · 口頭発表等]

1. 木下淳博. アニメで納得！ SRPでは何をしている？ . 大阪府歯科衛生士会研修会 2017.01.15 大阪府歯科
医師会館（大阪府大阪市）

2. 木下淳博. 歯学教育における eラーニング教材の作成. 大阪歯科大学歯学科教員 FD 2017.02.13 大阪歯科大
学（大阪府枚方市）

3. 木下淳博. 今、私が歯科衛生士に伝えたいこと　—歯周基本治療DH実習コース 10年間のQ&Aから—. 東京
医科歯科大学歯科同窓会学術部コンティニュイング · デンタル · エデュケーション第 54期 Part I 2017.03.26
東京医科歯科大学（東京都文京区）

4. 木下淳博. 動画で学ぶ、スケーリング · ルートプレーニングの要点と限界. 青森県歯科衛生士会研修会
2017.04.02 青森県歯科医師会館（青森県青森市）

5. 大山　篤，安藤雄一，澁谷智明，藤田雄三，須永昌代，木下淳博，品田佳世子. 退職者が在職中に経験した、
労働と口腔保健の相互の影響に関する研究. 第 90回日本産業衛生学会，第 59巻臨時増刊号，p335, 2017年
5月 11日 2017.05.11 東京ビッグサイト TFTビル（東京都江東区）
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6. Nana Shiota, Masayo Sunaga, Toshiyuki Takahashi, Atsuhiro Kinoshita, Toshiaki Ueno. Effectiveness
of interactive computer-assisted learning (CAL)material on sports-related dental trauma for knowledge
acquisition. The 39th Asia Pacific Dental Congress (APDC), Final Program and Abstract Book, p229,
22-25 May 2017.05.22 Macau

7. Masayo Sunaga, Hiromi Otsuka, Junichi Furuya, Yumi Hoshino, Atsuhiro Kinoshita. Development and
evaluation of computer-assisted learning material regarding oral health care methods for elderly persons
requiring long-term care as interprofessional education material for dental hygiene students. The 39th
Asia Pacific Dental Congress (APDC), Final Program and Abstract Book, p181, 22-25 May 2017.05.22
Macau

8. 木下淳博. ＩＴを活用した新しい歯科臨床技能教育の試み．歯学 · 歯科衛生学における教育メディアの活用.
第 66回日本口腔衛生学会 · 総会，日本歯科衛生教育学会合同プログラム，口腔衛生学会雑誌 vol.67 増刊号
p56-57 2017.06.01 山形テルサ（山形県山形市）

9. 木下淳博，秋山恭子，足達淑子，須永昌代，大塚紘未，三好智絵. 歯科衛生士が担う歯周基本治療の最前線—
院長も納得！「SRPの要点と限界」—. 東京医科歯科大学歯科同窓会学術部コンティニュイング · デンタル
· エデュケーション第 54期 Part Ⅱ 2017.07.09 東京医科歯科大学（東京都文京区）

10. 木下淳博. 動画で学ぶスケーリング ·ルートプレーニングの要点と限界. 佐賀県歯科衛生士会研修会 2017.07.23
アバンセ（佐賀県佐賀市）

11. 關　奈央子，金澤　学，駒ヶ嶺友梨子，ジャネルモロス，水谷幸嗣，保坂啓一，駒田　亘，須永昌代，川口陽
子，森尾郁子，木下淳博. 東京医科歯科大学大学院における国際歯科臨床教育コースの導入と取り組み―第１
報―. 第 36回日本歯科医学教育学会，プログラム · 抄録集，抄録集 p104，2017年 7月 28-29日 2017.07.28
松本市中央会館（Mウイング文化センター）（長野県松本市）

12. 海老原　新，河村　準，鶴田　潤，木下淳博，興地隆史. 歯内治療学模型実習の反転授業での予習について.
第 36回日本歯科医学教育学会，プログラム · 抄録集，抄録集 p160，2017年 7月 28-29日 2017.07.29 松本
市中央会館（Mウイング文化センター）（長野県松本市）

13. 秋山恭子，須永昌代，新井　恵，木下 淳博. 歯科衛生過程を学ぶコンピュータシミュレーション教材の開発
と評価. 第 36回日本歯科医学教育学会，プログラム · 抄録集，抄録集 p165，2017年 7月 28-29日 2017.07.29
松本市中央会館（Mウイング文化センター）（長野県松本市）

14. Tam Nguyen Thi Thanh，Naoko Seki, Janelle Moross, Keiichi Hosaka, Masayo Sunaga, Ikuko Morio,
Atsuhiro Kinoshita. The effectiveness of newly developed computer-assisted simulation materials on over-
seas learners . The 28th Annual Scientific Meeting South East Asia Association For Dental Education
(SEAADE), 10-11 August 2017.08.11 Taipei

15. 中村奈都美，小原由紀，近藤圭子，安田昌代，大塚紘未，木下淳博，品田佳世子，鈴木哲也，荒川真一，興
地隆史. 歯科衛生教育におけるチーム医療実践プログラムに対する学生の評価. 日本歯科衛生学会　第 12 回
学術大会，日本歯科衛生学会雑誌 12（1），p108，2017 年 9 月 17-18日 2017.09.17 きゅりあん（品川区立総
合区民会館）（東京都品川区）

16. 關 奈央子，金澤 学，駒ヶ嶺友梨子，ジャネルモロス，水谷幸嗣, 保坂啓一，駒田 亘，黒田真司，須永昌代，
川口陽子，森尾郁子，木下淳博. 本学大学院医歯学総合研究科における国際歯科臨床教育コースに対する評
価. 第 82回口腔病学会学術大会，プログラム · 抄録集，p15，2017 年 11 月 19-20日 2017.11.19 東京医科歯
科大学（東京都文京区）

17. 木下淳博. 歯科衛生士が行う「歯科診療の補助」とは. 第 8回日本歯科衛生教育学会　ランチョンセミナー，
2017月 11月 25日，招待講演 2017.11.25 関西女子短期大学（大阪府柏原市）

18. 小関健由，木下淳博，品田佳世子，合場千佳子，高阪利美，眞木吉信. 仮想現実を用いた歯周診療技能修得
教育システムの構築―手指の動作を収録する力学的臨床技能修得装置による歯科臨床技能教育への試みにつ
いて―. 第 8 回日本歯科衛生教育学会，8（2），p101，2017 年 11 月 25-26日 2017.11.25 関西女子短期大学
（大阪府柏原市）

19. 木下淳博. 動画で学ぶスケーリング · ルートプレーニングの要点と限界. 鹿児島県歯科衛生士会研修会
2017.11.26 鹿児島県歯科医師会館（鹿児島県鹿児島市）

20. 秋山恭子，須永昌代，新井　恵，木下淳博. 歯科衛生過程を学ぶコンピュータシミュレーション教材の臨床実
習前の学生への応用と評価. 第 8 回日本歯科衛生教育学会，8（2），p91，2017 年 11 月 25-26日 2017.11.26
関西女子短期大学（大阪府柏原市）
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21. 竹之内 茜, 須永 昌代, 小原 由紀, 松久保 隆, 木下 淳博. 歯科衛生教育におけるスマートフォンを用いた英語
学習の効果. 第 8 回日本歯科衛生教育学会，8（2），p94，2017 年 11 月 25-26日 2017.11.26 関西女子短期
大学（大阪府柏原市）

22. 曹　日丹， 須永昌代，三好智絵，保母宏基，新田　浩，木下淳博. eラーニングにおける学習レベル通知シ
ステムの開発と評価. 第 12回医療系 e—ラーニング全国交流会，講演要旨集，p24-27, 2017年 12月 2-3日
2017.12.02 香川大学（香川県高松市）

23. 木下淳博. 授業でのＩＣＴの活用—歯学教育に活用できる eラーニング教材の作成—. 日本大学歯学部教員
FD 2017.12.05 日本大学（東京都千代田区）

24. 木下淳博，秋山恭子，足達淑子，大塚紘未，須永昌代，竹之内茜. 歯科衛生士が担う歯周基本治療の最前線—
院長も納得！「SRPの要点と限界」—. 東京医科歯科大学歯科同窓会学術部コンティニュイング · デンタル
· エデュケーション第 55期 Part Ⅰ 2017.12.10 東京医科歯科大学（東京都文京区）

25. 木下淳博. 歯科衛生士が行う「歯科診療の補助」とは. 日本歯周病学会 60周年記念京都大会　ランチョンセ
ミナー，2017月 12月 16日，招待講演 2017.12.16 国立京都国際会館（京都府京都市）

[社会貢献活動]

1. 医療系教育における PBLチュートリアルを体験しよう, 順天高校, サイエンスクラス特別講義, 2017年 02
月 11日
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保険医療管理学
Insured Medical Care Management

教授　　　藍　真澄
講師　　 石岡　淳一郎
大学院生　　河村　弘

( 1 ) 分野概要

医学部附属病院保険医療管理部の連携講座として、2013年に設置された。
医学部附属病院保険医療管理部は同院における適切な保険診療と診療報酬請求をサポートする部門である。各診
療科、看護部、検査部、臨床栄養部、および事務部門のハブ組織として、病院全体のチーム医療の実践をサポート
する。
大学院内の分野としては、特に保険診療の教育方法と教育ツールの開発および人材の育成方法に関する研究推進
を図っている。

( 2 ) 研究活動

本分野の主な研究課題は、
· 保険診療の教育方法と教育ツールの開発および人材の育成方法
· 医療機関における診療報酬請求体制整備に関する研究
· 医療供給体制と社会保険医療システムの融合に関する研究
であり、それに加え本分野所属教官等の従来の研究フィールドでの活動を継続している。
具体的には、脂質代謝、糖代謝、動脈硬化症に関する臨床 · 疫学研究、臨床検査医学（藍）、泌尿器科学（石岡）に
関する研究を行っている。

( 3 ) 教育活動

医学部附属病院保険医療管理部として、病院全職員を対象とした保険診療講習会を年２回（2016年 5月、2017年
2月）開催した。また、診療報酬 · 医療経営に関する院内勉強会を毎月開催している。
博士課程大学院生 1名在学中。

( 4 ) 教育方針

医学部附属病院における
＊臨床現場における適正な保険診療に必要な具体的事項の教育
＊個別の診療報酬請求上の必要事項のサポート
に加え、大学院の分野としては、特に保険診療の教育方法と教育ツールの開発および人材の育成方法に関する研
究推進を図っている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

医学部附属病院における保険診療に関する管理とともに、本分野所属教官等の従来の臨床フィールドでの臨床活
動を継続している。具体的には、老年病内科における糖尿病、脂質代謝異常、動脈硬化症、老年病に関する診療等
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（藍）、泌尿器科における診療等（石岡）。

( 6 ) 臨床上の特色

医学部附属病院の保険診療に関する管理部門として、各診療科との恊働により適切な保険診療および診療報酬請
求について臨床の立場からサポートしている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Hiroaki Ikezaki, Masumi Ai, Ernst J Schaefer, Seiko Otokozawa, Bela F Asztalos, Katsuyuki Nakajima,
Yanhua Zhou, Ching-Ti Liu, Paul F Jacques, L Adrienne Cupples, Norihiro Furusyo. Cardiovascular
disease prevalence and insulin resistance in the Kyushu-Okinawa Population Study and the Framingham
Offspring Study. J Clin Lipidol. 2017.02; 11(2); 348-356

2. 伊藤 将也, 井上 雅晴, 木島 敏樹, 吉田 宗一郎, 横山 みなと, 石岡 淳一郎, 沼尾 昇, 松岡 陽, 齋藤 一隆, 木
原 和徳, 藤井 靖久. 前立腺癌に対するアンドロゲン除去療法は、左心機能マーカー (Brain-type natriuretic
peptide:BNP)を上昇させる 日本泌尿器科学会総会. 2017.04; 105回; OP35-OP36

3. Anne P Beigneux, Kazuya Miyashita, Michael Ploug, Dirk J Blom, Masumi Ai, MacRae F Linton, Weera-
pan Khovidhunkit, Robert Dufour, Abhimanyu Garg, Maureen A McMahon, Clive R Pullinger, Norma P
Sandoval, Xuchen Hu, Christopher M Allan, Mikael Larsson, Tetsuo Machida, Masami Murakami, Karen
Reue, Peter Tontonoz, Ira J Goldberg, Philippe Moulin, Sybil Charrière, Loren G Fong, Katsuyuki Naka-
jima, Stephen G Young. Autoantibodies against GPIHBP1 as a Cause of Hypertriglyceridemia. N. Engl.
J. Med.. 2017.04; 376(17); 1647-1658

4. 安田 庸輔, 齋藤 一隆, 川村 尚子, 湯浅 健, 横山 みなと, 松岡 陽, 石岡 淳一郎, 沼尾 昇, 奥野 哲男, 山本 真
也, 高橋 俊二, 米瀬 淳二, 藤井 靖久, 木原 和徳. 転移性腎癌における分子標的薬治療開始後、早期の C反応
性蛋白 (CRP)の値の推移と予後の関係 腎癌研究会会報. 2017.07; (47); 84

5. Hajime Tanaka, Yasuhisa Fujii, Hiroshi Tanaka, Junichiro Ishioka, Yoh Matsuoka, Kazutaka Saito, Sho
Uehara, Noboru Numao, Takeshi Yuasa, Shinya Yamamoto, Hitoshi Masuda, Junji Yonese, Kazunori
Kihara. Stepwise algorithm using computed tomography and magnetic resonance imaging for diagnosis
of fat-poor angiomyolipoma in small renal masses: Development and external validation. Int. J. Urol..
2017.07; 24(7); 511-517

[総説]

1. 藍　真澄. 動脈硬化リスク · 治療標的としての TG,HDL 日本内科学会雑誌. 2017.04; 106(4); 725-734

[その他業績]

1. IRB Member, Sony Corporation 2012∼

[社会貢献活動]

1. 東京都地方独立行政法人評価委員会委員, 東京都, 東京都庁 · 東京都健康長寿医療センター, 2016年 10月 01
日 - 現在

2. 台東病院等運営協議会, 台東区, 台東区役所、台東病院, 2017年 07月 01日 - 現在
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国際保健医療事業開発学分野
Department of Global Health Entrepreneurship

教授　　 　　中村　桂子　　
講師　　　 　　清野　薫子
JSPS 特別研究員　Md. Mosiur Rahman
外国人研究員　 　 Layla McCay
研究員　　　　　 Saber Al-Sobaihi,
大学院学生　 安齋　彩, Omar Mohammad Mashal,
越智　士郎,　寺田　友子,Dasavanh Manivong, Delgermaa Doshzeveg,
Iskander Isaac Maro, Hoang Thuy Linh Nguyen,
Ahmad Shekib Arab, 田代　百合,
Deogratius Bintabara, TJ Robionson Moncatar,
Kathryn Lizbeth Lucena Siongco,Tran Dai Tri Han,
Hue Man Vo, HASAN S M Mahmudul Hasan, Shayo Festo Kasmir

( 1 ) 分野概要

　本分野は、人々の健康水準に影響をもたらす様々な要因の系統的な分析をとおして、世界各地の公衆衛生の向
上をはかる手段を提案する研究を行い、保健医療分野における国際貢献を担う人材を育成するための教育研究を
目指している。特に、開発途上国の保健医療水準の向上に寄与する総合的統合的な研究の推進、国際的指導力を
発揮できる研究者の育成、国際保健医療を体系的に理解し研究開発と実践を融合できる国際保健医療専門家の育
成に重点をおいている。

( 2 ) 研究活動

　人口と疾病の構造の変化、地球環境条件の変化と、国境を越えた社会経済活動の拡大とにより、保健医療の国
際的な展開が加速されている。本分野では、医薬品や医療技術、医療システム、人材育成にかかわる国際保健の
フィールド研究、保健医療プロジェクト実施している。人々の健康水準に影響をもたらす様々な要因の系統的な
分析を通じて、世界各地の保健医療と健康水準の向上に資することを目的とした研究を行っている。

　現在取り組んでいる主たる研究テーマは、
（１）地球環境、生態系の変容とその健康影響評価
（２）社会文化的健康決定要因の作用機序の解明
（３）健康開発地域プログムをふまえた社会事業開発
（４）情報通信技術を活用した保健医療福祉プログラムの開発とその評価
（５）保健医療人材の国際的流動性と保健医療サービスの国際化
（６）長寿社会におけるユニバーサルヘルスカバレッジ
である。

( 3 ) 教育活動

　博士課程の教育プログラムは、個々の大学院生の関心、個性や経験に応じて研究テーマを選び、効果的に目標が
達成できるよう個別プログラムをたてている。国際的な保健医療課題の多くが開発途上国に存在することをふま
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えて、国際機関とも協力し、研修プログラム、実習、国際共同研究への参加の機会を用意している。「疾患予防グ
ローバルリーダー養成プログラム」を通じて、医療の国際化のプロジェクトを推進する人材を育成している。授
業は、外国人留学生と環境社会医歯学系の博士課程大学院生が同時に参加し、英語により講義、演習、研究指導を
行なっている。各国の公的機関やＷＨＯとの連携をはかり、国際的な視野で能力を発揮できる人材の養成をめざ
している。
　医科学修士課程の教育プログラムは、国際保健医療協力の研究と実践に必要な基礎的技能と、国際保健医療協
力における総合的な判断力の養成をめざしている。
　卒前教育では、研究実践プログラム、ならびにプロジェクトセメスターの学生を受け入れている。国際社会に
おける保健医療、様々な国や地域における健康に関わる諸課題とその解決、保健医療分野における国際交流、援
助についての知識、技術、態度を獲得し、国際社会の中で自らの行う医療を理解できる医師の輩出をめざし、指導
を行っている。

( 4 ) 教育方針

　国内外の疾病および健康課題をふまえ、保健医療サービスの国際化に関わる研究開発、国際協力、社会事 業及
び医療の国際展開プロジェクトを担う人材を育成する。

（１）パブリックヘルスおよび疾患予防の専門的知識
（２）国際保健医療課題の分析能力
（３）フィールド研究の立案、計画、実施能力
（４）保健医療事業を国際的に展開する企画運営技能
を身につけ、研究活動ならびに実践を通じて、人々の健康の維持および向上に貢献できる広い視野とすぐれたコ
ミュニケーション能力を有する人材の養成を目指す。

( 5 ) 研究業績
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